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巻頭カラー図版 1

1 十六夜山古墳周濠検出状況（北西から、背景は後円部残丘）
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2 十六夜山古墳出土埴輪
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溝 4出土遺物 (1/3)
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1 溝出土遺物 (1/3)
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2 土壊出土遺物 (1/3)



巻頭カラー図版 4
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1 柱穴列出土遺物 (1/3)
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2 石組み 1出土遺物 (1/3)

3 井戸 1出土遺物

4 木棺墓出土遺物



序

本書には、津山市椿高下、岡山県立津山高等学校敷地内に所在する十六夜山古墳•十六

夜山遺跡の発掘調査結果を収載しました。

岡山県立津山高等学校は、 1900年（明治33年）の岡山県津山中学校創立に始まる、歴史

ある学校であります。特に、津山高等学校本館は、創立当初の建築をそのまま残す貴重な

建造物で、国の重要文化財にも指定されています。そのほかの大部分の校舎等は約40年前

に建てられ、現在では老朽化が目立つことから、創立百周年にむけて校舎の改築を行うこ

とになりました。

津山高等学校の敷地内には、本館とならんで学校のシンボルともなっている十六夜山が

あります。これは、従来から大形の円墳であろうといわれてきた古墳です。そのほかにも、

この付近一帯には江戸時代の武家屋敷跡が広がっていることが、江戸時代の文献や絵図か

ら知られていました。校舎の改築にあたっては、このような遺跡の取り扱いに十分に配慮

する必要があり、遺跡の範囲確認調査を行いながら、協議を重ねてまいりました。その結

果、工事施工部分については、やむなく記録保存のための発掘調査を行うことになりまし

た。

調脊の結果、十六夜山古墳は円墳ではなく、二重の周濠を巡らす、美作でも有数の大規

模前方後円墳であることが判明いたしました。この古墳は周濠の一部のみの調査でしたが、

多数の埴輪が出士するなど、貰重な資料を得ることができました。十六夜山古墳以外にも、

弥生時代の竪穴住居をはじめとする巣落跡や、江戸時代の武家屋敷の一部と思われる町割

りの溝や塀の跡、井戸などが確認されました。

これらの成果を収めたこの報告書が、学術研究に寄与でき、さらに文化財の保護・保存

のために活用され、また地域の歴史を学ぶ上で広く役立つならば、これに過ぎる喜びはあ

りません。

最後に、発掘調査ならびに報告書の作成にあたって、岡山県文化財保護審議会委員の

方々をはじめ、県立津山高等学校ならびに関係各位から賜りました多大なご指導とご協力

に対し、厚く御礼申し上げます。

平成10年 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長藪本克之



例 ロ

1 . 本書は、岡山県立津山高等学校校舎改築に伴い、岡山県教育庁財務課の依頼を受け、岡山県古代
いざよいやま

吉備文化財センターが発掘調査を実施した、十六夜山古墳• 十六夜山遺跡の発掘調査報告書である。

2 . 十六夜山古墳• 十六夜山遺跡は、津山市椿高下62に所在する。

3. 発掘調査は計 4次にわたって行い、第 1次確認調査を1993(平成 5)年 8月、第 2次確認調査を

1994 (平成 6)年10月-11月、第 1次全面調査を1995(平成 7)年 9月-12月、第 2次全面調牡を

1997 (平成 9)年 4月-5月に実施した。発掘調査の総面積は4,080而である。

4. 発掘調脊の担当者は、第 1次確認調査が桑田俊明、宇垣匡雅、第 2次確認調査が植月康雅、尾上

元規、第 1次全面調査が木原義明、延堂守、金田善敬、樋口雅夫、第 2次全面調査が井上弘、木原、

尾上である。なお、発掘調査の体制については別記した通りである。

5 . 発掘調査にあたっては、岡山県文化財保護審議会委員の水内昌康、近藤義郎の両先生より指導、

助言をいただいた。

6. 報告書の作成は、 1997年6月-11月の期間に岡山県古代吉備文化財センターにて行い、尾上が担

当した。

7 . 報告書の作成にあたり、近世陶磁器の鑑定を佐賀県教育庁文化財課大橋康二氏に依頼し、有益な

教示をいただいた。本書における近世陶磁器の産地、年代に関する記述は、基本的にこの鑑定結果

にしたがっているが、一部鑑定を受けられなかった資料もあり、部分的に報告書担当者の私見をま

じえている。

8. 本書の執筆は尾上、金田が担当し、各文末に文責を記した。また全体の編集は尾上が行った。

9 . 出士遺物および図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3)にお

いて保管している。



凡 例

1 . 本書に記載された高度値は海抜高であり、図中に示した方位は第 1 図• 第 3図が真北、それ以外

は磁北である。

2 . 遺物番号は、遺物の種別に関わらず通し番号とした (1-187)。

3. 近世の遺構について、一部の挿図中で以下の略号を使用した。また柱穴については各柱穴列ごと

に番号を付けている。

柱穴列=A 溝=B 井戸=C 石組み=D 土壊=E 木棺墓=F 集石=G

柱穴=P

4. 遺構・遺物の個別の実測図の縮尺は基本的に以下の通りとし、図中にも表示している。

（遺構）竪穴住居 1/80 土壊（弥生時代） 1/30 柱穴列・溝 1/100 木棺墓 1/30

井戸•石組み• 土堀（近世）・集石 1/40

（遺物）土器・陶磁器・瓦・漆器 1/4 石器 1/2・1/3 士製品 1/2 埴輪 1/5

金属製品 1/2・1/3

5. 図版の遺物写真のうち縮尺設定したものは表示した。

6. 図版のうち遺物写真に付した番号は、挿図に付した遺物番号と一致する。

7. 第 2図は建設省国土地理院発行 2万5千分の 1地形図（「津山東部」 ・ 「津山西部」）を複製、加

筆したものであり、第 3図は「岡山県史』第六巻・近世 Iょり複製、加筆したものである。

8. 第20図をはじめ、掲載した十六夜山古墳後円部残丘の地形測鼠図は、県立津山高等学校に勤務す

る古市秀治氏が1993年に津山高等学校社会部の活動の一環として調査、作成したものである。氏よ

りその原図のコピーを提供していただき、今回の調査区との合成を行った。なお、測量調杏結果は

下記の文献ですでに公表されている。

古市秀治「十六夜山古墳の測量調査」『紀要』第 1号 岡山県立津山高等学校 1994 
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第 1章遺跡の位樅と環境

第 l章 逍跡の位骰と環境

十六夜山古墳・ ト六夜山遺跡は、岡山県の北東部、津山市椿高下62に所在する

if山市は、古井川を中心とする河川流域に形成された盆地に位骰し、北には中国山地が連なり、南

には古備高原が広がる 岡山t見東部を北から南へ貰いて流れる占井11Iは、この沖山盆地で東西方向に

大きく向きを変え、その流域および古井川に注ぐ諸河川の流域にいくつもの小盆地を形成し、それら

が東西に連なるように展開している。このような地理的環境から、河川や盆地によって美作地域を東

西につなぎ、また tとして舟運による県南部方面との交通においてもW要な拉置を占めていることが

わかる 当遺跡が所在するのは、これら東西に連なる盆地群のほぼ中央部、古井川と宮川との合流地

点付近であるー吉井川の北岸に、宮川に沿って南北に細長い盆地を形成しており、東西には丘陵がせ

まっている。その丘陵からは幾筋もの低い舌状の尾根が盆地に向かって張り出し、その尾根卜を中心

に古くからの人々の生活の痕跡がうかがえる。

沖山盆地周辺における人々の牛活をホす最も古い時期の資料としては、大神原遺跡出±のナイフ形

石器が挙げられる ）18石器時代にまでさかのぼるものであるが、詞時代のものは他に知られていな

い 縄文時代では、津山市街地の北側に位骰する大川西阻田遺跡において縄文早期の竪穴住居が発見

されており、注Hされる また、大田茶屈逍跡では縄文晩明の t塙数基が確認、されている 。そのほ

かにも縄文 t器の吊t地が知られているが、その数は多くない

弥生時代には多くの遺跡がみられ、宮川流域の盆地を見おろす低丘陵tにも点々と集落が形成され

ていくようである 前期の遺跡はそれほど多くないが、山北-rrn遺跡 1や京免遺跡などがある。中

期に入ると遺跡数は増加し、中期後半～後期には非常に多くの遺跡がみられるようになる ，中期の沼

遺跡＇、後期の大田 t二社遺跡 京免遺跡などが著名である．京免遣跡は宮川沿いの低位部に所在す

るが、環濠をもつ船落のようである ，弥生時

代の絹落遺跡以外では、墳禁遺跡が知られて

いる t壊給• 木棺墓群等の小規模な給地は

各集落遺跡に近接して舘まれるものも多い

が、首長墓とみられる培禁が、ヽIf盆地の北西、

神楽尾山から派牛する丘陵 Lに確認されてい

る0 f道山遺跡では、 2桔の方形台状依の

ほか120桔を超える t壊簗群が検出されてい

る 。

古培時代に人ると、周辺各地で大規模前方

後円墳をはじめとする多数の古墳が築かれ

る。前期古墳では、日上天モ山古墳，、美和

山 1号培などの大規模前方後円墳があるが、

それらは津山の中心部を挟んで東西に所在す

る，古墳時代中期の前半においては、河面丸

山 l号墳 IIなどの中・大規模方培が点在し、

I j 

第 1図調査位置図
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第 1y: 遺跡の位骰と環規
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第 1章遺跡の位置と環境

十六夜山古墳の周辺では短甲形埴輪の出土が注目される下道山南古墳02)がある。この時期、前方後円

墳が途絶えるようであるが、中期末頃には周濠をたたえる前方後円墳が出現する。十六夜山古墳、日

上畝山80号墳13)、井口車塚古墳14)などである。後期古墳は津山盆地の各地に築かれているが、横穴式石

室をいち早く導入した中宮 1号墳(15)や前方後円墳の高野山根 1号・ 2号墳16)の所在する佐良山地域が注

目される。今回の調査地である津山高等学校敷地内においても、南西隅付近でかつて陶棺が出土した

ことが伝えられ、横穴式石室墳が存在したものと考えられる。津山盆地中心部では、十六夜山古墳以

降目立った古墳がみられないが、つづく古代では、調査地から北へ約500mの位置に美作国府(17)が造営

されており、一躍美作の中心地となったことがうかがえる。

中世になると美作にも守護職が置かれたが、歴代の守護の多くは津山市西部の院庄に居館を構えて

国内を支配し、院庄は中世を通じて美作武家勢力の中心地となった。この院庄館跡は一部発掘調査が

実施されており、掘立柱建物や井戸、土塁などが検出されている呪

室町時代の中頃、美作守護となった山名教清は、その一門の将、山名忠政に命じ、国の中央鶴山に

城砦を築かせた。これが津山城の起源である。応仁の乱後、山名氏の退去によって廃城となったが、

近世に入り、美作18万6,500石を領して入国した森忠政は、山名氏の旧塁の跡に津山城を築城した。

それと同時に城下町の建設にも着手し、現在の津山市街の基礎を形成した（第 3図）。 （尾上）

註

(1) 河本 清ほか「天神原遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査』 4 岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 7 1975 

(2) 岡本寛久「縄文時代早期の竪穴住居跡の発掘」『所報吉備』第15号 1993 

(3) 岡本寛久『大田茶屋遺跡 1』岡山県埋蔵文化財発掘調杏報告96 1994 

(4)(6) 近藤義郎・渋谷泰彦編『津山弥生住居址群の研究ー西地区＿」津山郷土館考古学研究報告第 2冊

1957 

(5) 中山俊紀『京免•竹ノ下遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第11集 1982 

(7) 中山俊紀ほか『大田十二社遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第10集 1981 

(8X12) 栗野克己• 岡本寛久『F道山遺跡緊急発掘調査概報』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告17・1977

(9) 近藤義郎・倉林慎砂斗•澤田秀実編『日上天王山古墳』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第60集 1997 

(10) 中山俊紀「史跡美和山古墳群J津山市埋蔵文化財発掘調査報告第42躾 1992 

(11) 士居徹•河本清「美作の方墳」『古代吉備』第 7 集 1971

今井発「原始から古代国家の成立」「津山市史』第 1巻原始・古代 1972 

(13) 河本清「日上畝山古墳群」『岡山県史』第18巻考古資料 1986 

(14) 小郷利幸『井口車塚古墳』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第52集 199"4 

(1sX16) 近藤義郎編『佐良山古墳群の研究』第 l冊 1952 

(17) 岡山県教育委員会「美作国府」『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査』 3 岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告6 1973 

安川豊史『美作国府跡発掘調査報告j津山市埋蔵文化財発掘調査報告第15集 1984 

安川豊史『美作国府発掘調査概報』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第40集 1991 

安川豊史編『美作国府跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第50集 1994 

(18) 河本 清「史跡院庄館跡発掘調省報告書』津山市教育委員会 1974 

行田裕美『史跡院庄館跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 7集 1981 
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第2章発掘調査の経緯と経過

第 2章発掘調査の経緯と経過

第 1節調査にいたる経緯

県立津山高等学校の校舎は、約40年前の建築で老朽化が目立ち、校舎の改築と新たな教育施設の増

設整備が懸案となっていた。平成元年頃から改築の動きが始まり、創立百周年に向けて準備がすすめ

られた。調査、検討を経て、平成 4年度には、平成 7年度工事着工をめざす具体的な計画が決まった。

このような計画の中で、 1900(明治33)年創立当初の建築である本館と、校内に残丘が存在する十六

夜山古墳は津山高等学校のシンボルとして残す方針が決まっていたが、十六夜山古墳の墳形や範囲に

ついては不明な点が多く、一部新校舎と重なる恐れもあった。また近世の武家屋敷跡をはじめとする

遺跡の広がりも想定され、協議の結果、十六夜山古墳の正確な範囲確認およびその他の遺跡の確認を

目的とした調査を実施することになった（第 1次確認調査）。また翌年には新校舎建設に伴って必要

となる仮校舎の基礎部分について、確認調査を実施した（第 2次確認調査）？

これらの確認調査の結果、十六夜山古墳は、前方部を完全に削平された墳長約60mを測る前方後円

墳であることが判明した。その範囲もほぼ明らかになり、残存状況が悪いながら前方部の周濠の一部

が新校舎と重なる可能性が出てきた。ほかに弥生時代や近世の遺跡の広がりも確認され、協議の結果、

新校舎建設区域の全面を対象とする発掘調査を行行うことになった。

なお、当初全面調査の対象としていた新校舎の北辺部については、地形が急に下がる北向き斜面で

あり、また旧校舎の地下室による破壊を受けている部分が多かったため、全面調査の対象から外し、

平成 8年度、工事の立会を行っている。この部分に遺構は認められなかった。 （尾上）

第 2節 発掘調査・報告書作成の経過

I . 第 1次確認調査の経過

第 1次確認調査は、平成 5年 8月2日から 8月23日の期間に行った。 T1から TlOのトレンチを設

定したが、既存の構造物を避けるため、 Tl・T3・T4・T8については 2か所に分割して設定し

ている（第 4図）。 T1・T 2は校舎北半部における遺跡の広がりの確認、 T3 -TlOは十六夜山古

墳の墳形、範囲確認を主な目的としている。調査はT1・T 2を先行して行った。調杏にあたっては、

高台にもかかわらず湧水が多く難航したが、ほぼ当初の目的を達し調査を終了した。 （尾上）

2. 第 2次確認調査の経過

第 2次確認調査は、平成 6年10月3日から11月1日の期間に行った。仮校舎の基礎部分300m'につ

いての確認調査であり、十六夜山古墳西方のグランドに計 3棟が建設される計画であった（第 4図）。

一時的な建造物であり、建築に伴う掘削が現地表から50-60crnにとどまることから、それ以上の深さ

の調査は基本的には行っていない。調宵は遺構のほとんどない南棟、西棟を先行して行った。北棟に

おいては、十六夜山古墳の周濠が検出され前方後円墳であることが判明するなど予想以上の多くの成

果が得られたが、調査は順調にすすめることができ、予定通り調査を終了した。 （尾上）

- 4 -



第 2節 発掘闇在・報告書作成の経過

Y=-30150 

／
 

X=-103700 

X=-103750 

X=-103800 

面棟

0 20m 

一 第4図調査区配謹図 (1/1,500)

3. 第 1次全面調査の経過

第 1次全面調査は、平成 7年9月1Bから rJ::iJ年12月158の期間に行った。調査は前佃までの確認調

在の成果を受け、校舎改築（第 1期I事）により影響を受ける2,920面を対象として行った（第 4図）U

調査Iえは1B校舎の t台部分や水道やガスの配管等によりかなりの箇所が破壊されており、実際に調査

できたのは全体の約 6割から 7割程度であった。 しかしながら、濁在の結果、弥t時代から近・現代

にいたる遺構が確認され、これに伴う遺物が多く発見された。検出した逍構は、弥生時代の竪穴住居、

十六夜山古培の周濠、

江戸時代の城 F町の一

部、学校創設から現在

にいたる津山高校に関

連する施設の大きく 4

つに整理できな弥生

時代の竪穴住居は l軒

のみの検化であった

が、十六夜山古墳の存

在する、東方にのびる

尾根上に弥牛時代の集

落の存在することが確 第 5図現地説明会風景

- 5-



第 2章 発掘消代の経緯と経過

認できた。また、 本よには収載しなかったが、津山高校に関連する施設として、津山高校本館の1'f後

に存在した庭園遺構の 一部が検出されるなど、記録にみられない逍構が見つかった 、なかでも r六夜

山占珀の周濠の検出は、確認渇代の成果とあわせ、 卜六夜山占培が全長60mの前方後円珀で、箕作地

方では最大級の規模であることを裏付けるものとなった ー， また、桔l濠内からは多くの埴輪片が検出さ

れたし さらに江戸時代の遺構としては、沖山城下町の道および武家昆敷の ，部が検出された 特に井

戸 lからは多くの陶磁器をはじめ金屈製品などが出 tした これらの遺構は、津山城 F町の数少ない

発掘濁査例として注目された 殺代は雨天等で調査できない LIもあったが、 f定どおりに終 rした一

これらの発掘渕査成果は、平成 7年12J=l 10日に行われた現地説明会で•般に公開され、約160名の参

加をf、}た また、津山麻校の LI 本史の投業の —環として、 'tf走による遺跡見学も随時行っ た さらに、

平成 7 年12 月 15 日に行われた ";'j.f"l~員会では、追跡全般にわたり t要な助占を得るとともに、周濠部

分については、その位留を新校合にKぷすることが決まった（第 4節参照） 0 (金111)

4. 第 2次全面調査 ・報告内作成の経過

第 2次全面閑査は、平成 9年411 1 Rから 5月300の期間に行った 新校舎 f定部分の北東隅付近

710m'を対象として調在した 湖介地点は北向き斜面のやや低くなる位憫にあたるため、あまり逍構

は多くないと灯初f想していたが、近川を中心に多数の逍構が検出された 発掘閲査は近世の逍構が

密に仔在する南側から順次すすめていった）弥生時代の遺構は灌ft[刈tl-部に認められた。やや低い

位竹にあるため、かえ って後fltの削'Vを免れたようでり、大形の竪穴flitなどを検出している ）なお、

謁代区北東隅付近（竪穴1£居 2の部と井戸 3) については、安全 Lの理由からこの段階にJ.',jftする

ことができず、 ［事行手直前の11JIに補足調行としてt施した

悪天候で作業のできないflも多かったが、調査はJI傾渕に進み、 f,j_ヒ通り終(することができた～

発掘洪査終 T後ただちに、報告,•}作成作業に入った平成 9 年 6 flから11月までの 6か月間である

遺物の洗浄と注記作業は発掘洪代と,1thして行い終 rしていたため、逍物については接合・ i復几作業

から開始した 卜六夜山古閉出 tの埴帖が中心となったが、 7JI中にほぽ終rし、 8-9 Ffで遺物の

,K測作業を行った。それらと、tHrして遺構・遺物のトレース作業、迫物万貞撮影を行い、 1011にほぼ

終(、 11月には文章の執↑を中心に行い、すべての作業を終(した (le'. い

5 . 発掘調1"tB誌抄

第 1次確認額査 （平成 5年度）

8 II 2 LI ~ 査開始

8月9H Tl・T2戯代終（

8 1123H T 3-TlO濁代終(

第 2次確認調査 （平成 6年度）

1011 3 II 哉在開始

IOJ I 5 11 I 六夜1I 砧閉,.·~洛検/111

1111111 Jiりh終(

第 1次全面調査 （平成 7年度）

9 11 1 II 洪代開始

- 6-

10112011 近ti!の遺構検出終 r
1Hll511 f-六夜山古墳周濠検出

12「11011現地脱明会開催

12Jl1511 埋蔵文化財専門委員会開催、消介終{

第 2次全面調査 （平成 9年度）

t'I l 11 I淵代準{Jin開始

4 JI 7 11 , 凋介開始

5111911 迫梢検m終{

5 JI 3011 ,)1 (f. 終(

11111111-lYI I 補足消介'ti.地



第 3節 発掘濁査・報告書作成の体制

第 3節 発掘調在・ 報告内作成の体制

平成 5年度発掘調査 （第 1次確認調査）体制

岡山県教育委員会 次 長 秘原克人

教 有 長 森崎岩之助 総務課長 北原 求

教育次長 岸本憲： 課長補佐（総務係長） 小西親男

文化課 主 査 石片 茂

課 長 渡邊淳平 主 査 石井善晴

課長代理 松井新 主 任 三宅秀古

課長補佐（埋蔵文化財係長） 絲畑 知功 調査第—課長 正岡睦夫

主 杏 時長 勇 課長補佐（第一係長） 松本和男

岡山県古代吉備文化財センター 文化財保護主査 桑田 俊明（讃査担当）

所 長 横山常宵 文化財保護主事 中垣 匡雅（濯在担当）

平成 6年度発掘調査（第 2次確認調査） 体制

岡山県教育委員会 次 長 葛原克人

教 育 長 森崎岩之助 総務課長 丸尼洋幸

教育次長 岸本憲一 課長補佐（総務係長） 杉田卓美

文化課 =t 査 石井善睛

課 長 大場 浮 主 任 ご宅秀吉

課長代理 松井新 閣査第〗課長 正岡睦夫

課長補佐（埋祓文化財係長） 高畑 知功 課長補佐（第係長） 松本和男

主 任 若林 — 徳憲 文化財保護セ事 植月 原雅（凋在担当）

岡山県古代吉備文化財センター 主 事 尾上 元規（消在担当）

所 長 河本 、（、主日

平成 7年度発掘調査 （第 1次全面調査）体制

岡山県教育委員会 次 長 総原 克人（文化諜本務）

教 育 長 森崎岩之助 総務課長 丸尼洋幸

教育次長 黒瀬定生 課長補佐（総務係長） 井戸丈こ

文 化 課 上 査 石井善睛

課 長 大場 淳 :t 任 木山伸—

課長代理 樋本俊二 調査第二課長 伊藤 晃

夫多 事 葛原克人 課長補佐（第一係長） 井上 弘

課長補佐（埋蔵文化財係長） 高畑 知功 文化財保護 t査 木原 義明（調査担当）

主 任 若林 —憲 文化財保護主任 延堂 守（謂在担~)

岡山県古代吉備文化財センター E 事 樋口 雅夫（讃在担芍）

所 長 河本 消 主 事 金田 善敬（謂査担当）

次 長 高塚悪明
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第 2章 発掘潟代の経緯と経過

平成 9年度発掘調査 （第 2次全面調査） ・報告書作成体制

岡山県教育委員会 岡山射4古代古備文化財センター

教 脊 長 黒瀬定t 所 長 藪本 克之

教育次長 平柑 武 次 長 正岡睦夫

文化課 総務課長 小倉 昇

課 長 晶田朋香 課長補佐（総務係長） 井戸丈ご

課長代理 西山 猛 -t 査 木山伸一

夫多 ~ 馳原克人 聞査第三課長 柳瀬昭彦

課長補佐（埋蘭文化財係長） 平井 勝 課長補佐（第孫長） 井上 弘（潤在担当）

文化財保護t任 大橋雅也 文化財保護 t在 木原 義明（禍在相当）

文化財保護 t事 尼上 元規｛鯖構請匝

第 4節 調介後の整備 （＋六夜山古珀）

今皿の調代によって、十六

夜山古墳が大規模前方後円m
であるとのt要な結来がf.Jら

れたため、 新校含建築後も現

地でそれがわかるように整備

し、活用していくことが望ま

れに協議の結果、第 1次令

面調行の成果に珪づき、十六

夜山古J:ftの範圃と新校合とが

咀なる部分について、 J:印端お

よび周濠外端の位L布を、新校

舎に表示することとなった，

第 6図 新校舎における十六夜山古墳周濠位置の表示

第 nE;(Iのようにセメントの廊 Fにはタイルを埋め込み、また教室内床面にも細いラインを埋め込んで

表示している ）なお、後円部残丘をはじめとするその他の部分については、現状保存される （尾上）

闇代中および報告内作成段階において、 FJじの方々より •Tt要な指摘、教示をいただいた c 記して謝

意を表する次第である（敬称略、 li.い•音)I仰 。

赤木和郎小栗明彦小郷利 Y' 也m修 — 坂本心平妹尼護富岡直人中山俊紀野崎貴博

平lit.]正宏占rfi秀治松木武彦宗森英之‘如"翌史 frill裕美
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第 1節 第 1次確認淵査の概要

第 3政確認調介の概要

第 1節 第 l次確認調査の概要

各トレンチは地山まで掘削して調査したが、地山面は北方および東方にいくほど Fがっており、近

世以降の造成が厚くなされている 近世武家屋敷や学校建設に伴う造成と考えられる

十六夜山古壻の周濠を確認することができたのはT4・T9・TlOである。 T9では痕跡程度に確

認されたのみであるが、 T4・TlOでは周濠の輪郭をおさえることができた。TlOではトレンチの両

端に周濠が確認され、調在時点では十六夜山占墳の東側に別の古培が存在する可能性を考えたが、第

2次確認調在において検出された前方部側の打直周濠の状況を考えると、東側の周濠は十六夜山古珀

の外濠に相当する可能性が高いなお周濠内からは多数の埴輪片が出土しているが、これらについて

は全面調査時出土のものとす舌して第22-29凶に掲載している。第 1次確認濶介では t-六夜山古墳の

墳形および規模を確定することはできなかったが、径45m程度の円墳、あるいは残丘北側のT3や西

側のT7で周濠が確認されていないことから、帆立貝形占培か前方後円墳の可能性も考えられた

古墳以外の遺構としては、 TlW検出の竪穴住居がある＇-残 存状況は悪く、限体溝のみが検出され

た。直径は 7-8m程度に復元され、わずかながら出土した弥生土器片より弥化時代後期後半頃のも

のと推定される。そのほか、各トレンチにおいて溝、 t堀、ピットなどが検出されているが時期の不

明なものが多く 、近 ・現代のものも多いと思われる ， （尾上）

一ーご戸祠三□三□
r_ 呼P

ヽ

l 表± 2 造成± 3 造成上 4 赤褐色 tに黄色 tプロックを含む 5 褐色土

6 褐灰色土 7 4に同じ 8 暗褐色上 9 黒褐色 t

T 1 W 竪穴住居

口 ぐ
1

w 7 3 10 木炭層 11 

~ ―、□ ―:--- f-T~ — 
甲m

L _- —ーニ
D 1四m

~ ——-— 
竪穴住居出土
弥生土器(1/4)

l 表土 2-4 造成土 5 砂層 6 褐色土 7 黒褐色 t
8 暗褐色上 9 赤褐色土（耕作上か） 10・11 黒褐色±(竪穴住居咲体溝）

第7図 Tl E •Wおよび出土遺物 (1/100、 1/4 )

3m 
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第 3章確認消査の概要

T4E 周濠

~ 戻□戸ア
＂ • 1 s ; __II 

1 $. 土 2・3 造成土 4 灰褐色±(周澤埋土）
5 褐色粘質上（周濠埋上） 6 、m褐色粘質_t(周淡埋 t)
7・8 赤褐色粘質 I:.(周洛埋 r.) 9・10 褐灰色土

T10 

5 T 4W 周 濠

口
謹 8 10ll5 ~ 

l 3 5・6 造成土 2・4 現代の柱穴
7・8 t管の裏込めt 9-12 暗I火褐色 t
13-17 昭灰褐色粘質土 (16・17陪はP.ifr;f埋 t)

周濠（外濠） w 

ロ ロニロニエここ□〕周濠（内濠）

埴輪片
109.2m 

ー一二三~.,' 3m 

l 2・i-6 造成 I: 3 近・現代の村穴 7 暗灰褐色粘'ftI: (外濠埋 I:)
8 !,I;¥紺色粘質t(外澄坪±) 9・10 賠灰褐色粘質±.(内澄埋 I:) 11 黄柑色粘質 I:(地山の変質 L:か）

第 8図 T4 E・W・T 1 0 (1 /1 00) 

第 2節 第 2次確認調行の概要

プレハブ仮校舎 3棟の枯礎部分についての調査である（第 4[・xi) f杖校合基礎の逹する地表から50

-60cmの掘削で地山に到達したのは北棟および西棟の北部のみである lit-地形が南に向かってドがっ

てtヽ る状況がうかがえる ）遺構が tとして検出されたのは北棟部分である（第 9['.ス）） ，西棟北部では

ピット数枯が検出されたにすぎない ，これらの遺構の検出された部分では約30cm程度の造成 I:を除上

するとすぐに地山が検出される それ以外の部分では多悶の近I廿以降の陶磁器類や瓦を含む造成 I:が

/'f. く認められる

検出された遺構のうち最もil: 11されるのは十六夜山古珀の/,'fl沿である 南北方向に 2条のf.'iJi'店が'V・

行して直線的に検出された これにより、 卜六夜山古培がn,iIi後円閉であり、少なくともIJli/j部前端

において ―重の周濠を伴って tヽ ることが明らかになった ）現状での周沿の規模は、内濠で輻約 6m、

深さ約 1m. 外濠で幅約4.5-5.5m、沫さ約30-60cmで、外濠の方がやや規校が小さし、 また、内沿、

外洛ともに前方部コーナーに近い南側の方が浅くなっている 周濠1"1からは埴輪と須恵器が多数出 L

したが、外濠ではやや足が少ない これらの埴輪・ 須恵沿については全面湛査時出 tのものと・括し

て第22-3U・ス］に掲載している ，また内濠の東側（墳斤側）に偏って、 H石の転落と考えられる冷大な

いし人頭大の川原石が多数検出された（第10収l参照）。なお、周深11-.JU,;4からは古代の遺物もti'.I: し

てtヽる （第32[刈ー66・67・72など）

そのほかの tな逍構としては、消、 n穴ダI]、 I: 堀などがある（第 9f'XI) 消 lは、緩やかに弧を描

く細く浅tヽ 溝であり、 1り珀のl.'ifr'?iに切られて tヽ ることや弥'I・： I: 器小,,-がll'iI: して tヽ ることから弥'!JIか

代の迅構と考えられ、竪'/(fi店の収体溝の11J能性がある H穴ダljl・2 (第1lf'XI)は、 tヽ ずれもほぼ

東西Ii向をぷすH穴ダljであり、 H'1・（内より勝1月川焼の小Ji・が出 I・.しており近litの俎物を含まないこと
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第 2節第2次確品揖代の概投

柱穴列 1
・.・.・.・.・.・:・・.・.・.・.. ・.・.・.・.・.・.・.・ ... .・....... ・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・. . • oio• 
••. • 0 

• d土濃 3

¥ ¥ : 溝 1

裟：忍：忍：ざ：翠溢苺：：：：：:;: 翌：匂：忍：忍•:翌：翠：：：． し-
. og- e-

柱穴列 2 グ

アミ Hは地山面まで I 
発掘していない部分

>•
>

土「

土／
 

ーお

ー

0
、
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。

8/
 

Q
-

》

IOm 
十六夜山古墳外濠

l_ 
I 十六夜山古墳内濠

----
第 9図 仮校舎北棟部分遺構配置図 (1/400)

C s• D 
109m 

1・2 沿成t 3 近・現代の柱穴 4 黒褐色粘質 t(周濠埋±) 0 

s !.H色粘質±（周;--i埋土） 6-10 焦紺色 t(遺椛・たわみ埋±) し

第10図 十六夜山古墳周濠部分断面図 (1/150)

-『

e 蕊 6 - 20B ~

←-よ~

197 じ〉 ＿

ビ
蜘

@ ― ，叩 ―◎ 192 Q} 196 _Q 
1圏

0 Im 

一第11図柱穴列 1 (上） . 2 (下）(1/80) 

l 褐色 t
2 赤褐色 !:

3 暗褐色 t

から、中世のものと考えられる。杜間距離は 2m前後、 H穴列 lには柱穴内に礎石がみられる 建物

の — 部である可能性が高いが、部分的な湛査のため詳細は不明である。 t堀 1·2 は、一辺 l m強の

方形を居するもので、深さは現状で30cm程度である 内部には多扇の拳大礫や瓦、陶磁器などが投げ

込まれた状況であり、出 t迫物から幕末期以降のものと考えられる t壊 3は完掘していないが、径

I m強の井戸状を呈するものである 埋tは桁色の砂質 tで、人為的に埋め戻された状況を里する，

遺物は出 tしていないが、近世の素掘り井戸の可能性がある。 （尾 _t)
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第 4~ 全面哉査の概要

第 4章全面調在の概要

第 l節調査地点の概要

消査地である県立i但山戯等学校の敷地内は、現在は平J-F!な地形であるが、これは近世以降現代にい

たる度頂なる造成の結果であり、現状ではもとの地形を推定しにくくなっている そこで第12図では`

発掘渇代やI$立会の際の地山検出レベルをFがかりに原地形の復元を試みたーこれによると、遺跡

は北西から東に向かってのびる,~根上に位置していることがわかる。また卜六夜LIJ占珀は、尼根線に

平行し、地形の高い北西側にriiJh部を向けて築かれている

全面胡在の対象となったのは、この尼根の北Y部分であり、北東に向かってげーがる緩斜面にあたる

近Ut以降の改変によって、而側は削平、北側は埋め立てて造成されている 造成tは何層にもわたり、

おそらく津山城 F町の建設時（近代初期）に形成されたものも含んでいると考えられる、近世の遺構

溝代にあたっては、'~時の造成面を見極め、その面で遺構検出、隅査を行うべきであるが、各造成t
の形成時期は必ずしも明確にし付ず、造成 tと近世の遺構埋 tの区別も困難であった したがって、

迫構検出は基本的には地LI帷iで行っており、場合によっては迫構の L部が劇在できていない可能性も

ある しかしながら、近fttの追構の検出状況から考えて、近代段階にそれほど人輻な造成は行われて

いなかったと考えている

全面高査で検出された迫構は、弥牛時代、占珀時代(+六夜山古墳のみ）、近代の 3時期のものが

あり、遺構は認められなかったが、古代の遺物も出 tしている （尾上）

¼--
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一 第12図 十六夜山遺跡地形復元図 (1/1,500)
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第 2節弥生時代の遺構と遺物

第 2節 弥生時代の遺構と逍物

1. 概 略

竪穴住居 2軒（確認調牡TlW 

検出のものを含めると 3軒）、土

堀 l基が検出されている いずれ

も北向き斜面のやや下がった位岡

にあるが、地形の科い南側につい

ては削'¥-を受けて消滅していると

考えられる。そのほか、ピットが

いくらか検出されている （尾上）

[
 

一
居t
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／
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108m 

0 20m 
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2 . 竪穴住居 第13図 弥生時代の遺構配謹図 (1/1,000)

竪穴住居 1 (第14図）

調介枢の北半部で検化した竪穴住居である 竪穴住居の東部は隅代区外に位岡するため、調在を行

っていない。また、竪穴住居の北部は校舎の桔礎部分で破壊されていた ，調在の結果、竪穴住居内か

ら伺心円状に 2条の隈体溝が検出された t層断面の観察から、 2条の煎休溝のうち、内側のものが

古く、外側のものが新しいことがわかったこのことから、竪穴住居は少なくとも 2[DIの建て直しが

行われたものと推定される 占い段階の仕屁から検出できた遺物はわずかであった．新しい段階の住

居では、灰褐色tと黄相色tが互M状に薄く雄桔している貼床を検出したーこの竪穴住居に伴う遺物

として、弥化 t器片および石器があげられる 2は弥生土器甕の口緑部である。表面は磨耗している，

3は石包「の破片である。円孔が施されており、頁岩製である。竪穴住居の時期はこれらの遺物より

弥生時代後期と推測される ， （金田）
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賠赤褐色± 2 にぶい褐色± 3 暗灰褐色土
賠赤褐色J-. 5 暗褐色± 6 賠黄褐色t
にぶい褐色土 8 賠赤灰色±(ft居貼床）
灰褐色tと黄橙色Lの仕層（住居貼床）

第14図

0 5cm 
L ~-;;.~ 

竪穴住居 1および出土遺物 (1/80、1/4、1/2)
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第4章 全面湛代の概要

竪穴住居 2 (第15・16図）

糾fi.L丸lt束隅に検出された平面円形の竪穴住居である 残ff状況が悪く、壁体溝の一部と柱J℃、中

央穴が残{fしている程度である 住居の平面形は、等縣線ののびる方向に対してやや長い杓1-Y形を閑

し、地形の制約を受けているものと忠われる。煎体溝は[ri]心円状に 2条認められ、住居の建てHえを

行っていることがわかる。住居の規校は、外側の煎体溝で長径約 9m、内側の煎体溝で長径約7.5m

と推定される大形のものである t杜穴は、検出できなかった部分もあるが、外側の咽体溝に伴うも

のが 8本 (P1-6)、内側の壁休溝に伴うものが 6本 (P14-17) と推定される 》また、中央穴の

周囲には方形に 4本配樅される柱穴 (P7-13) と、中央穴を挟んで 2本-文寸のもの (P18・19)が

認められる。前者が 8本柱との共什、後者が 6本Hとの共什と推定することも oJ能であろう 。中央穴

は一辺50cm相度の方形を用し、深さは復元で50-60cmあり、埋 tには多贔の木炭が含まれていた。
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第 2節 弥牛時代の遺構と遺物

遺物は、弥生t器が少星出上している（第16図）。

4はP2出土の甕の底部である。 t登色を屋し、底面

から側面にかけて黒斑が認められる 5は咄休溝出

土の小形器台で、黄柑色を呈する ）これらの遺物か

ら、弥生時代後期後半の年代が与えられる （尾上）

3. 土堀

土凛 1 (第17図）

竪穴住居 2の近くに検出された土壊であな隅丸

方形ないし楕円形を用するもので、等晶線に直交す

る方向を示す）長さ 135cm、輻55cm、深さ 15-20cm

を測る 遺物は出tしていないが、埋上の色調等か

ら弥生時代のものと判断した。形態、規校などから

土壊募の可能性が考えられる， （尼上）

4. 遺構に伴わない遺物

¥_Jd, 
0 10cm 

一 & 
第16図 竪穴住居 2出土遺物 (1/4)

107.3m 

遺構に伴わない遺物のうち弥生時代に属すると考

えられるものを第18図にホした。 6は土製紡錘車で

あるが、古墳時代のものかもしれない。焼成良好でにぶい橙色を用する 7は頁岩製の磨製石包rで、
風化が激しく緑灰色を呈する。両面からの穿孔がなされている 8は砂宕製のやや扁平な磨製石斧で、

刃部はやや片刈状をなし、摩滅によって丸みを帯びている 側面はT寧に磨かれ平滑な面をなす，枯

部の欠相は新しく、使用によるものではない， 9は、風化の著しい流紋宕製の磨艘石斧である やや

不整形な円筒状をなし、刃部は鋭く作り出されている ， （尾上）

l 暗灰黄色土

0 lm 

~ 

第17図土壊 1 (1/30) 

•:e 
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O 5cm 

L....... .. 一—.J
0 5an 

一第18図 遺構に伴わない弥生時代の遺物 (1/2、1/3)
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第 4章 全面湛査の概要

第 3節 t六夜山古墳

1. 古墳の現状

十六夜山古瑣は、現在、し~I{津山高等学校敷地内に後1-Y部の残丘のみを残しており、今回の讃在で

前方後円墳であることが確かめられるまでは大規校な円珀として認識されていた 後円部自体も四方

からかなり削り込まれており、現状の残丘をみるかぎり、墳形や規校を把拇することは困難である。

また、後円部残丘の船仙所近く、樹木の幹の下に、その根に抱きかかえられるようにして石宅とみら

れる石積みが一部姦出している ，その構造や規校等はイ,UJJであるが、内部 t体としておそらく竪穴式

,fj宅をもっているものと想定される （尾 t)

2. 周濠の検出状況（第19似n

洪査ドの南西部で十六夜山占培の周濠を検出した周濠は調査l刈南西端部で南西方向に折れ曲がり、

その検出範囲から前方部北辺をめぐる周濠（内洛）と考えられる 周濠は、その大部分が11::1校舎の甚

礎などで破壊されていたが、部分的に良好な状態で検出された 周濠内には非常に粘性の強い上が堆

積していたことから、水がたまっていたものと考えられる 固濠は深いところで約80cmほど残ってお

り、輻は周濠の両端が検出された箇所で約6.8mを視1]る）周濠内からは埴輪片が多く mtしたが、い

ずれも培丘から転落したものである 埴帖片は桔h豪内の南Y部（培丘より）で多く出 tする傾向にあ

るが、北半部においても埴輪片が検出されたことから、埴輪は墳丘本体のほかに内濠の外周にも配阻

されていたPJ能性が否定できない 全面隅査区内では、第 2次確認調代で発見された外洛につづく i豪

は検出されなかった、外濠は古珀の北側には存I£して tヽ なかったか、あるいは削'Vてで消滅した可能性

がある U また、周濠内からHィiと考えられる石塊も出 t・ した （金田）

Ijク

I

l

 

I
I
 ↑20 

こ
一mJm

/、‘

II
O
 

所筒
•• 

-

ー

h

]

 

I
L
 

巾

＼
秘

＼

＼
 

片

＼
 

帖

＼
 

埴

[
 

はH

‘
 

``‘
 

ァ
□
¥
＼
¥
＼
¥
 

l
 

.

o

l

 ¥8 

＼
 

＼
 

＼
 

(
 

ー
／
 

）
 

／
 ／

 

5m 

A 1 埴帖,... 
109m 

ヘ又-竺------------—戸_!
埴帖片• コンクリート 109m 

＼空~:一

l 賠褐色 I: 2 賠赤褐色粘買 L: ] uf;-褐色粘tt'- 0 2m 
I ' 

第19図 十六夜山古墳周濠検出状況 (1/300、断面1/100)
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第 3節 t六夜山古墳

3. 培丘の復冗（第20図）

十六夜山古墳は検出された周濠の範囲から前方後円墳と推定される。しかし、十六夜山古培の調査

は部分的にしか行われておらず、詳細な復元を得るには、なお問題点を残す）以下、これらの問題点

をふまえ、埃丘復元の過程を示す。まず、後円部についてであるが、後円部をめぐる周濠が検出され

ているのはT4E、T4W、TIOのみであり、後円部の南東部に限定される。また、後円部南西付近

で過去に円節埴輪列が確認されているが、その出 t位償はおおよそであり、詳細には記録されていな

い。これらの結果をもとにすると、後円部はおよそ径40mに復几できる。また、前方部は、第 1次全

ト
入
△
1

七
咤
唸
湮
ぷ
笛
お

20m アミ Hは讃査により周濠を
確認している部分

第20図 十六夜山古墳の墳丘復元案 (1/600)
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第 4f,'i: 句(ri,耕介の概要

面湖代により前方部北辺の周濠および前方部北隅が検出された また、前方部前端部は第 2次確認渕

在で確認されていをしかし、前方部の南西部および南辺については調府が行われていないため不叩

である そのため、培丘のt軸を明確に設定することができず、前方部前端部の輻も詳細には復几し

がたい 以 tの問題点をふまえ、 t六夜山占瑣の推測を含んだ復元数伯をあげると、墳長約60m、後

円部ff約40m、前方部輻約45mとなろう また、 ,-六夜山古珀をめぐる周濠（内濠）は、第 l次全面

俄代で確認された部分において、後円部から前}j部前端にいたるにつれて周濠の輻が狭くなる仰向が

確認できたことから、いわゆる盾形をしていたものと考えられる また、外濠は前方部前端部と後PJ

部で確品されているのみである u t六夜山古瑣は北西から南東にのびる尾根上に位骰していることか

ら、 ,-,._伽l砧珀の外濠はこの尼根を横切る形でのみ{{在していたと考えられるが、後但の削'I勺こよ

りil'j滅したriJ能竹も否定できない （金nD

4 . 埴輪

a. 円筒埴輪 （第21-25図）

出 tした埴帖片はコンテナ約40箱分にのぼる fl/ii休猜j分類の結果、 57個体の円箇埴輪を認識するこ

とができた 紙面の都合 tそのすべてについてt・xJぷ、解況することはできないので、 57([/ilf本を対象と

した観察により、 t要な属性を第21図にまとめている なお、悩ホした20個体については観察表をぷ

している（第 1&)'以F、全体の｛頃向と特徴的な個体について出述を行う ）

焼成 （第21図― 1) 酸化炎焼成で黄杓色系の色調をぷす「軟質」のものと、還元炎焼成で1火色系

の色成を小す「硬質」のものがある 両者の厳密なIJ(分は難しいが、両者の比率はおよそ 8: 2であ

る なお、りfl碩形、形象埴輪も含めて黒斑をhすするものは皆無である

外面調整 （第2HXl-2・3) 桔本的に次，l11t~が縦ハケ、 汐＾次濶整が横ハケであり、 -_次閲棺0)

省略の度合いによって 4類咽に分類した ，a類は船ド段のみの省略、 b類は卜から 2段分の省略、 C

類はすべて省略、 d類は 1個体のみであるが（第24tXf-23)、 l段おきに一．次哉整を行う a・b類

を横ハケ i-:体、 c類を縦ハケ tf-t.-の1-9筒埴帖ととらえると、 1.ttl者の比半は 7: 3程度である

特殊なものとして柏 fDタタキを施すものがある 箱25l'X)-29-34であるが、すべてlr.iJ.-個体と考

えられる 古珀時代の須也器にはみられない Dの相いもので、 fl対々の格 fが—辺 7 -8 mmある また

-次，淵整の横ハケの後に格+11タタキを行ってtヽ ることから、整形や叩き締めのためというより装飾

的な、意昧が強いと考えられる 内面に‘りて具痕は，忍められない

•次J位の横ハケは枯本的にすべて B種横ハケである 休止痕の仰きによって B-1-B-3に

分類したが、 Jj ,-_がりにi頃斜する B-2類が11}も多く約60%を占める

口縁形態（第211・xt-4) 端部にほぼ水'I'ーの面をもつ l類、外}jに仰斜した面をもつ 2類、端部 lヽ・

に突閤をもつ 3類、｝譴に突帯をもつ 4類に分類できる 突術をもたない 1・2類が u本である

突帯間距離 （筍21l'XI-5) 8 -9 cmに許しく低,,しており、規格性をうかがわせるが、 12-13cm

を測るものが 2個（本あり、いずれもII緑形態が 3類であるという関係が品められる ，ただしこの 2個

体につtヽ ては形象埴帖のJ!,部である uJ能 rt もある (~1241'ス1-26·27)

最下段突帯の押圧技法 (~21[·xt- 6) 齢 Ff'J:の突術のみ端［（りを板状[具で押It.:する技法で 古f,m

地域に；坪追的にみられるとされてしヽる Iブ＜ィ切11占閉の埴輪にはA、Bの 2釉類が認．められる A 

は突術を,-_卜両端から摘むように貼りつけた後、人溝棺のまま押,,一ーを施すもので、 I・. ト端はi叫 lうた

- 18 -



第 3節 卜六夜山占墳

格 (flタクキ

1 焼成の比率

a b C d 

2 外面調整の類型と比率
（校式図における突帯の本数等は異なる場合がある）

j~-= i ビ~
B-1 8・2 B-3 

3 B種横ハケの分類と比率

口縁形態

● 1 バ 03 ● 4 • 1'甲

•••••• 

．．．． 
．．．．．．． 

••••••• 

0 , 0 

芦層ニ

71 
/
H
 

口緑形態の分類と比率

無

A哀蕊ぷサ嗅刃

B 図茫~$:..:色：3

7 8 9 10 11 12 13 

突帝11¥J距離 (cm) 6 最下段突帯押圧の分類と比率

5 突帯間距離と口縁形態との関係

第21図 円筒埴輪の諸属性と統計
(l'Iグラフ中央の数字は分類可能総個体数を示す）

形状をなす。Bは突帯貼付後 If両端を横ナデ整形し、突帯端面に押圧を加えたものである Aが大

部分でBは2個体のみである なお、押圧を行っていないのは 1個体のみである

底部詞整 円節埴蛉製作の最終段階に、板状工具の押圧などによって底部の整形を行う技法で、時

明決定の指標のひとつとされている 。観察の困難な場合も多いが、底部のみ外面廣整のハケメが消

え平滑になっているものがそれに相サするであろう。大部分のものに認められるようである

倒立技法 埴輪の製作途中で天地を逆転させる、いわゆる「倒立技法」・、の•種と考えられる技法

が第24図ー26にみられる，図の F端の欠損部は明らかに剥離したほぼ水平の面をなし、さらに円筒埴

輪の底部接地面にしばしば品められる植物繊維の圧痕がみられる ，製作近中にこの部分で接地させて

いたことは明らかで、おそらく倒ヽt後、 r方に継ぎ足して製作したと考えられる その継目を消すよ

うに、この部分にのみ ・.次消整の縦ハケが施されている e 上述したように、形態の類似する27ととも

- 19 -



第 4章 全面潟代の概要
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第22図 十六夜山古墳出土円筒埴輪(1)(1/5)
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第 4章 全面戯代の概要
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0 10cm 
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第24図 十六夜山古墳出土円筒埴輪 3)(1/5) 
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第 3節 卜六夜山古墳

疇:,
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墨るり
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冨霧 翠疇/.i33 麟 酔l¥34 

第25図 十六夜山古墳出土円筒埴輪(4)(1/5) 

0 1qcm —-
に、石見型盾など形象埴栓の基部の可能性も考えられる。

ヘラ記号 様々なものが認められるが、このうち「介」字形のヘラ記号をもつものはいずれも外面

調整が c類であるという関係が認められ（第23図ー16-18)、製作者を示している可能性が高い

小結 十六夜山古墳の円筒埴輪を構成する諸要索についてみてきたが、外面調整、[I緑形態、ヘラ

記号などバラエテ ィーに富む反面、 突術間距離など規格性の高さも読み取ることができる 円筒埴輪

の全高については不明なものが多いが、これも大きなばらつきはないように思われる 一定の規格に

従って、多く の [人が参加して製作にあたったことをぶしていると考え られる またこれらの円節埴

輪のホす時期については、 第5序において検討することにする， （尾上）

図番号 1焼成
外面戌整 内面閑整

醤 形口紺態~ 突押硲 Iヽ段斤帯 突間的特禅胎 I:中砂粒色讃 偏 考

I 
I I 類 型 横ハケ l」 縁 以 F 

10 I 舶欠質 3mm大以 FIi訊橙 b B-2 横ハケ 横ナ～デ斜めハケ 有 ロ A 8cm ヘラ出片

11 枯~ 7mm大以下 印橙 aまたは b B-3 横ハケ ナデ 不明 二 不明 不町 ヘラ記号

12 軟質 4mm大以下 桁 aまたは b B-2 横ハケ後、部分的にナデ消 し イ、明 ロ 不明 不明 ヘラ記号

13 粕買 5mm大以 F 明黄褐 aまたは b B-2 ナデ ナデ イ明イ ィ；明 9cm ヘラ記号

14 林質 3m大以下 明橙 a B-2 Iナデ ナデ 打 イ A 9crn ヘラ記号

15 軟竹 10mm大以下 橙 1-~~ I I 不明 ナデ 有？ 不明 無 7cm 

- I 横Iヽケ (B-2)16 硬質 5mm大以ド 青仄 C ナデ 不明イ 不明 9cm ヘラ記号

17 軌質 4mm大以下 汲黄橙 c 横ハケ (B-2) ナデ イJ引イ 不甲 イJ明 ヘラ記号

18 軟質 5mm大以 F 橙 C 横Iヽケ (B-2) ナデ f明イ ィ＜明 ィ＜明 ヘラ記号

19 軟質 10mm大以下 浅黄朽 aまたは b B-2 ナデ ナデ イ明 ロ ィ`明 不明

20 軟質 10mm大以下 汲黄橙 aまたは b B-1 ナデ ナデ 不明 ロ イ；明 不明 ヘラ4号

21 軟沢 10mm大以下 橙 aまたは b B-2 ナデ ナデ 不明イ イ；明 9cm 

＇ 
22 軟質 4mm大以下 黄橙 a B-2 不明 ナデ 有 ,f~/j A &m 

23 硬質 5mm大以下 汲青灰黄橙- d 
B-l 不定方向ハケ 不定方向9 ケヽ 無 イ B San 

← 

24 f,;ft 8mm大以下 青灰 a B-2 不明 ナデ 有 不明 A &m 

25 歓釘 31111大以下 汲黄橙 a B-2 f; 明 ナデ 有？ 不明 A 9crn 

26 硬沢 4mm大以下 灰黄 C ナデ ナデ 不明 ’‘ B 13cm 倒立技法？

27 軟質 8mm大以下 橙 不明 ー I ナデ ナデ 不明 ’‘ 不明 12cm 

28 軟代 5mm大以下 明橙 C 不明 ナデ 不明 ロ 不明 8cm 薄f

29- 硬質 2mm大以T Iii. 褐黄ー 横粗ハケ (B-1)I妥、 1横9ヽケ (B-1l 横ハケ 不明ロ 不明 不明 特殊な俄整

34 汲橙 い格子目ククキ I (B-] I I 

第 1表 円筒埴輪観察表
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第 4章 全面讃代の概要

b. 朝顔形埴輪 （第26図）

朝顔形埴輪は、図示したもののほか

に、口緑部の破片など約 3個体分があ

る。図ポした35は、ほぼ完形に復冗で

きるものであるが、口縁部については

わずかな破片しかない 黄柁色を涅す

る軟質焼成のものである 外面渕整は

—次課整の縦ハケのみでーこ次胡整は省

略されている。内面の湿整はIl縁部が

斜め方向のハケメで、以ドは指ナデで

ある 、最 f段突幣には押圧技法が認め

られるが円箇埴輪に比べると粗雑であ

る 底部調整もなされていない。透か

し-flは2段おきにあけられている全

低約75cm、円筒部径20-24cm、CI径約

45cmに復元できる (1~I:) 

c. 形象埴輪

盾 （第27図） 36-41はすべて阿

個体と思われる ）橙色を用する軌質の

もので、焼成は良くない 36は1印紺卜

端部分、 37は盾面中程の部分、 38は盾

面 F方の部分と考えられる 39-41は

盾面の側辺に近い部分で、円筒部に鰭

状に取り付けられたものが釆lj落したも

のである 」これらの破片から盾面を復

元すると、第271':<l/i下のようになると

推定される 規校は明確でないが、幅

40cm前後、絲さ80cm前後と思われる ）

t 1qcm 

一第26図 十六夜山古墳出土朝顔形埴輪 (1/5)

盾面はほぼ長方形で t端のみ円弧を描き、両端がやや突出する 盾面は 2条の沈線の間を斜線で埋め

た斜線帯によって縁取りされると 11-i]時に「 I]」字形に分割され、外lえには鋸園文、内厄には鱗状文が

描かれる ）これらの施文に先¥[_つ消整として、中央のP1筒部には縦ハケ、側縁の猜状部には横ハケが

認められる またro・rniの所々に斜めに貫通する小-flが穿たれていな復元模式図では15個の小-flを表

しているが、数や配竹は明らかでないこの小.flや鱗状文は、後述する石見咆盾形埴輪に舟笈的に認

められる特徴であり、通常の111形埴輪には多くない ，石見咽盾の影評を性く受けたものであろう

石見型盾 （第28(':<I) 奈良 ~Hi見迅跡.'1'1 f・.fl料を椋式とする形象埴帖で、 f11Jを校したものかイ＜明

な点も多い t11、靱、琴H形｛瀑＇かなど諸説あるが、ここでは 1吏11:I: 「fi見り叩形埴輪」と呼んでお

< , [·x(,1~ したもののうち、 43・44がIii]・fl対体で、その他はすべてり111個体と推定される すなわち42、

43・44、45、46の 4fi/rlf本分がi忍められる焼成は42-45が黄杞色を閑する軟質のもので、 45はやや焼

- 24 -
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第27図 十六夜山古墳出土形象埴輪(1)盾 (1/5)
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第28図 十六夜山古墳出土形象埴輪(2)石見型盾 (1/5)
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第 3節 t六夜山古墳

_,,. --47 / '48  49 

ロ、50

011 
ーI¥// ,:、三~3 ▽冒[

I I / I 
I I 

見塁ク］りり墨且虹〉
こーこニコ

I I 

51 52 

47-53 蓋
54・55 不明

54 

第29図 十六夜山古墳出土形象埴輪(3)蓋ほか (1/5)

0 10cm 
~I I I I I 」

きが悪い。 46は硬質で青灰色を星する。形態、文様等はすべて同様のものであるが、 45は鱗状文がや

や小さい。盾面は奴形をなし、上下左右がほぼ対象であるとすれば42のような復元が可能である。盾

面の大きさは高さ約80cm、幅約45cmを測る。文様は、盾面を分割するような直線的な文様はなく、 2

本 l組の沈線で盾面いっぱいに鱗状文を描いている ，盾面の大きさは大きい部類に属し比較的古い様

相をホしているが、文様の面では退化1頃向が著しい。施文に先立つ晶整としては、先の盾形埴輪とli=il

様に中央の円筒部に縦ハケ、側縁の鰭状部に横ハケの痕跡がわずかに認められるが、その後T寧にな

で消しているようである，盾面を斜めに貰通する小.fLの数は不明であるが、図示したように12個の可

能性が考えられる J

蓋 （第29図ー47-53) 47-52は立ち飾りの飾り板の破片である 表裏両面とも I寧な横方向の指

ナデで1t I: げられ、輪郭に沿った沈線文を施す。53は笠部の破片であり、外面には縦方向のハケメが

認められる 47-51・53は黄橙色を見する軌質のもの、 52は青灰色を星する硬質のものである。

なお、 47-51・53は今回の調付で出 tしたものではなく、 1974年にり道場建設の際に出 tしたもの

であり、すでに公表されている資料である "'。 出上位骰は、十六夜山占墳北東くびれ部付近の周濠内

にあたる（第30図参照）。

不明形象埴輪 （第29図ー54・55) 54は黄橙色を臣する軟質焼成のもので、短い円筒状のものを平

坦な面に貼りつけている ，動物植輪の一部であろうか。 55は内外面とも橙色を用するが断面灰色の硬

質な焼成のものである 外面縦ハケ潤整の細い円筒に直弧文系の文様をヘラで描いている。このよう

な、細Hの円筒部に施文する形象埴輪としては、盾、大刀などの器材形埴輪が考えられよう 。そのほ

か、図示していないが、第 1次確認調在TlOの外濠に相当する部分から、家形埴輪の一部かと忠われ

る小破片が出土している （尾上）
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第 4,-;-t 令且i瑣介の概要

d. 埴輪の配列について

今[ulの発掘調在で出 tした植輪は、いずれも周濠内に転落したものや後世の撹乱を受けた状態で出

tしたものばかりであり、原位訳を保つものは皆無である ，また発掘隅査の対象となったのも 占珀全

体からいえばごくわずかな部分であり、埴輪の配列状況を知る fがかりは非常に乏しい。各埴輪の出

土位訂を第30図に示したが、各埴輪を構成する破片がある程度まとまって出 tしている場合のみぷし

ている周濠内のみの閲食であり、これらの埴輪の多くは珀裾にn吟lされていたものと考えられるが、

中には周濠外に立てら れていたものや珀頂から転落したものも含んでいるであろう

円筒埴輪については、調査した部分のほぼ令域から出土しており、珀頂や墳裾全体を取り巻くよう

に配列されていたものと考えられる

形象埴輪については、 [J.iJ イ[lijf本の破片が多数まとま って出 tしたものを挙げれば、くびれ部で盈形

埴輪、前方部北東但IJ辺部で所形埴輪と石見刑盾形埴輪、前方部前面で1i見咽盾形埴輪が出 tしている

特に石見咽盾形埴輪は、今Ir.iiの，凋ff.I{内でも 4個体分が確認され、 他の形象埴輪より個体数が多いこ

とから、円節埴輪や朝顔形埴帖の間にまじえて墳裾に樹りこされていたと考えられる ） （尾 I::_)

急
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第30図

,----42 10 

埴輪出土位置図 （墳丘1/1,200、埴輪1/20)

註

'I,-社） 川西宏ヤ 「円楠埴輪総論」「考占学雑誌」第64巻第 2け 1978 

1 小’沢IIJJ彦 「埴輪伊l立技法のI/¥J組」「史学研究集録」第17け 1992 に 1\~理、総括されてtIる

(:j) ~ 泳雅雄 「磯城郡：'tt、Ui 見出 L埴帖報古」「奈良射』史蹟名勝k然，記念物~ti報古 」 第 12冊 1Y35 
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第 3節 卜六夜山古墳

5. 須恵器

I六夜山古珀周濠JA)出 tの須恵器を第3ll'XIにポした いずれも灰色～村灰色を混する堅緻な焼成の

ものであるが、 fi3のみ内外rtti1穴色-I穴貨色、断面淡黄色を'itし 胎 I:もやや俣なる

56はi.":i杯脚部の破片である ，57は肱または壺の珀部と考えられ、櫛描液状文の上に円形貼付文を付

している 58は岱台である r. r-部は内外川i横ナデ、 ド-r-部内面は詞心円,,,て具痕を残し、外面は平

hタタキの tからカキメを施す。また t:'r-部外面には[UI線文と櫛描波状文がみられる 59-62はri:iJ-

個体と考えられる甕のLI緑部～頚部である 頚部にはヒト:2か所にそれぞれ 3条の[111線文があり、そ

のIll]を櫛描波状文で埋めている 63は甕の珀部から胴部にかけての破片で、頸部は内外面横ナデ、胴

部外rftiは横ハケ、 fflu)部内山iは l玲ばな横}jJ[,Jの指ナデである タタキの痕跡は全く残さない 胎±・ 色

消ともあわせ、他の須恵硲とはやや俣竹である 64・65は甕の胴部で、外面は縦方向に平行タタキを

施し、内面は[d]心円,.,,て具痕の tから行「のナデを加えているが‘りて具痕は明瞭に残されている 以

ux1ぷしたもののほかに、外面に格 fnタタキをもつ甕胴部の破片がみられるが、ここでは古代の遺

物をできるだけ排除するため、甕類については周深内 F附部出 tの須恵器のみを選んで掲載した

以 tの須恵器の時期的な位ir,'.付けについては、わずかな部分の破片が多く、また時期を特定しやす

しヽ杯などの器釉がないため困難であるが、おおむね 5柑紀木促から 6tt! 紀前策項の年代がサえられよ

う I・ 六夜Lil占珀築造年代の決定については円筒埴輪の方がh効な f段となると思われる） （尼 t)

I!¥: ¥, 56 I~ j こ~1 ＼ 
遠•ー竺ニi ( 

63 

お令~宣-::_ふi ほ！tクfm； . ,/) 58 

64 

毛．〈 主 //.0 I、，i·l,•~,や.. " ,,, ふ ' ., .~. ,¥内,壱t_,,... ,, :)似,,¥ 穿c.i・,.'・;和疇-1砂應唸）翠む闊

盆-a'-""'J //61 窃//62 J"" 65 

第31図 十六夜山古墳出土須恵器 (1/4)
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第 4章全面調査の概要

第 4節 占代の遺物

十六夜山古墳の周濠内より古代の遺物が行 f出tしている,66-69は須恵器で、いずれも灰色～青

灰色を屋する堅緻な焼成のものである 66-68は杯、 69は壺である ，69は内外面とも横ナデによって

f±I: げられているが、底部はヘラおこし後、中央部を中心に指オサエで整えている ）70は丹吃りの t

師器IIIlである。71-73は瓦で、いずれも平瓦の破片である 72は灰色を用し限緻に焼かれているが、

71・73は焼成がやや甘く灰白色を星し瓦質に近いものである。71・72はやや1"1-¥で、凹面には布H、

凸面には「寧な横ハケが品められる 73は、 71・72に比べると薄手で、凹面には布H、凸面には縦方

向の縄Hタタキが認．められる 以Lの遺物の年代は、明確でないものもあるが、 66・67が奈良時代、

68-70が 9世紀代、 71・72がい鳳期、 73が奈良時代と考えられる

古代の遺構は発見されていないが、以 tの遺物から、白鳳、奈良時代に瓦奸きの建物が{f(f.したこ

とが推定され、 itBに1直する。美作国府に近いことや、背遺跡の所在する「椿高 F」の地名をも考え

あわせると、公的施設の｛｛在を想定することも可能である また、これらの遺物が十六伽(J古培の周

ii内より出 tしていることから、古代にはまだ拮l濠は埋没していなかったことが知られる ，おそらく

前方部もこの段階にはもとの姿を留めていたものと忠われる 中世以降の開発によって前方部が削'f

されるとM時に、古代の遺構も失われたのであろう 。
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第32図 古代の遺物 (1/4)
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第 5節近世の遺構と遺物

第 5節 近世の遺構と遺物

1. 概 略

当遺跡の所在する渭山市梼晶 Fは、江戸時代の文献や絵図に「椿高下i寺届敷」として登場する。武

家居敷域では最も北端部にあたる場所である（第 3図参照）。絵図は、作成年代の異なるもの数枚が

残されており、それらによって町割りの様 fや、場合によっては居住者の氏名までも知ることができ

る。また、調在地の近隣には「椿晶 Fの高石垣」と呼ばれる近世の石垣が残っており、 1項斜地に石垣

を川いながら造成を行って、城 F町が建設されていったことがうかがえる ）

調在区内は、全体に明治期以l命の削平が及んでおり、地形の高い南側では遺構は希薄で、井戸など

の深い遺構のみが残#している状況である，また、 18校合の枯礎など学校関連の施設による破壊が、

かなりの範圃に及んでおり、遺構の失われている部分も多かった。しかしながら、調査厄北半部を中

心として、多くの遺構を確認することができた（第33図）。図ホしたものの他にピット多数があるが、

時代を特定できないものも多く、第33閻においては省略している。検出された遺構は、輻 9mの逍 l

条、柱穴列16条、溝18条（うち柱穴列 9条、溝 7条は道の側辺をなす。）、近世初期の素掘りの井戸 l

基、近化後期の石組みの井戸 2基、桝状の石組み 2枯、 t壊13枯、木棺給 l枯、躾石 2基である，建

物は検出されなかったが、おそらく礎石建物で、明治以降の学校建設の際の造成によって削平され、

失われたと考えられる。

これらの遺構は、絵闊にボされた屈敷割りとある程度令致するものであることが明らかになった ）

特に調在区の中央を東西に貰通する道はいずれの絵図にも共通してみられるものである ，この道は、

原地形を考え合わせると、尾根線に平行して走っていることがわかる そのほかの遺構はこの道にほ

ぼ平行、直交する形で検出されている 逍に直交する柱穴列、溝のうち、柱穴列11・12・15、溝 8. 

18は、絵図における屋敷境にほぼ一致するものである。

なお、第 l節でも述べたように、大部分の遺構の検出は地山面で行っており、本来どの程度の造成

が行われていたのか、必ずしも明らかにできなかったため、第33閃には遺構面の等高線を示していな

い ただし、井戸 3付近では地山の卜に約50cmのI厚さの造成を行っていたことが確認できている 、， こ

れによれば、晶在区の北端と南端では 1m程度の比高差があったと考えられ、原地形のi頃斜を完全に

解消するまでの造成は行われていなかったと推定される

以 F、各遺構および出 t遺物について概説するが、出 t陶磁器個々の説明については観察表（第

2・3表）にゆずることとし、本文中では基本的に、それらの陶磁器から推定される遺構の時期につ

いて述べる程度にとどめておく 。陶磁器以外の遺物については本文中で解説する。 （尾 t)

2 . 道（第33-42図）

調在区を南東から北西方向に横切るように道を検出した。この道は津山城 F町図にも記載されてい

る（第 3図参照）こ とから、津山城下町の道と判断した。道の輻は最大で約 9mを測る。道の両端に

は柱穴列や溝がみられ、柱穴ダIJ1 -9および溝 1-7がこれに相当する

柱穴列は校舎の甚礎などで破壊されているが、すべて直線上にならび、柱穴列 1-3が道の北辺に、

柱穴ダIJ4-9が道の南辺に位刑する 道の南辺の柱穴ダIJ7 -9は切り合いが確認され、柱穴列 9、柱
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第 5節近世の遺構と遺物

穴列 8、柱穴列 7の順番で新しくなり、逍輻を狭めながら構築されたものと考えられる。なお、 ft穴

列 5と柱穴列 6の新1Bは不明である。柱穴列の穴の中には、柱の存在が確認できるものがあり、道に

沿って塀などの構築物があ ったものと推定される。柱穴には、検出面からの深さが浅く埋土に礫を含

むものや、深くてあまり礫を含まないものなどが存在する。特に柱穴列 5では、 PUとP12の間を境

に柱穴の様相が界なっている 柱穴列 5のPl-Pllは深さが約40cmと浅く、また柱穴内に礫を多く

含んでいるが、柱穴列 5のP12-P24は深さが約70cmと深く、礫もあまり含まれていない また、柱

穴列 7-9は残存状況が必ずしも良好とはいえないが、柱穴列 5のP12-P24に比べ浅く、また大き

さもやや小さめである ，これらの柱穴の様相の違いは、％地における屋敷地の差異に相当すると考え

ている これらの柱穴から出 tした遺物は少ないが、陶器類（第40図）が出 tした 74は肥前陶器で

あり、内面に砂目、底部に糸切痕がみられる 75・76も肥前陶器である。77は備前焼のt習鉢である

に 溝 1

~ ―一声五正逗 -
P2 P" P3 P4 P5 

溝 2

A 
89 

A B Ir 

亨
1112 血 5m

亨ーー 。II I I I 初

I"' 
l にぶい褐色粘質 r. 2 灰褐色 f: 3 褐色上 4 賠褐色上 5 賠褐色粘質土 6 賠赤褐色土
7 暗黄褐色 r. 8 I天褐色 r. 9 にぶい褐色土 10 暗灰褐色_t 11 褐灰色土 12 暗赤褐色土

第34図柱穴列 1・溝 1・2 (1/100) 

ャ・

l
l
 

溝4

0 2m 

L,..;;;..,:;__—」

匹 !ttn A 藍 I吟
2 K e ヽ

~~Ir 

l 灰褐色 I:: 2 明褐色 i~ :l 赤褐色土 4 明赤褐色土 （礫を含む）

第35図柱穴列 2• 溝 3・4西半分 (1/100)

怠: 學
溝 3

~ 

0 2m 

~ ~
 

椅

第36図柱穴列 3• 溝3・4東半分 (1/100)

108.5m 

1 灰褐色上
2 灰色粘質上
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第 5節近litの遺構と遺物

B 1 

108.5m 
Ir 

108.5m 

108.5m 108.5m 

0 1 o・ 
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l 黄褐色 f-. 2 IIJJ黄褐色 I.--

第39図柱穴列 7-9・溝 7 (1/100) 
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74 Hプ（ダIH-P 2 
1s n穴ダ1]5 -P 16 
76 n:,tダ1]6-Pl 
n n穴ダ1]7 -P 9 

第40図 道に伴う柱穴列出土遺物 (1/4)
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78 溝 1 79 溝 2 80・81 溝 3 82 溝 5

第41図 道に伴う溝出土遺物(1)溝 1-3• 5 (1/4、1/2)

これらのmt遺物より、柱穴ダljは17世紀以降に常まれたものと考えられる ，

また村穴列に沿って溝が忙走しているが、切り合い関係より溝の方が新しい遺構であることがわ

かっている 溝は杜穴ダljより道の中央寄りにつくられており、道輻は当初より狭くなったと考えられ

る，溝1''1からは多くの遺物が出tしたが、そのほとんどは陶磁器類である（第41・42図＼。陶磁器は

肥前系のもの (80·84·91·92·96·97) あるいは備前焼 (82·101) に加え、関西系、瀬戸• 美濡

系のもの (78·79·8~ ・85-90・93-95・98-100)が多くみられるのが特徴である また、 99・100

など装飾性に富むものも多い 金属製品や石製品も若「出 tしている 81は寛永通宝である また、

図ぷしていないが、 「＋ー」と刻まれた薄い石板も出 tした ．これらの遺物より溝は18世紀後半以降

からi、9山中学校がつくられる明治30年代碩まで存在したものと考えられる ご （金田）
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第 4r;r 全面，耕代の概要

：（匿））

亙 ＼

Q~ 
~ ;J~ 

ム
〗t〔
。~~., 

▽ ＊． 
鼻 87

ご
．

，
 

8
 

｀
ロ
l~ 

90 

＼、
辺配三□

...... 
隻、ヽ 92 

、口
零
f

•>

゜望竺仁デ

((、 .))
93 

~

97 

゜
ー

□

°
 

ロニ

昌い ']"" 
第42図 道に伴う溝出土遺物(2)溝 4 (1/4) 

101 

- 36 -



第 5節近世の遺構と遺物

3. 柱穴列（第43-48図）

ここでは、道の側辺をなすH穴列以外のものを扱う H穴列10-16の 7条がある。いずれも t述の

道に平行、直交する方詢のものである 杜!Ml柘離はl.2-1.5mのものが多いが、柱穴ダ112のみ2.3mを

測り、やや長い H穴の規模はそれぞれの柱穴列によって俣なっている 最も大き い柱穴列12で径70

-80cm、深さ1mを測る 柱穴ljlJ11は溝8と，n複しており、溝8よりも占い，同様に、柱穴列15と溝

18も近接してtヽ るが、柱穴列15の方が古い これらの前後関係は、 H穴ダljによる区両から溝による区

画へ変化したことを示すものである，なお、 H穴列15・16は同時存在の11J能性が絲い

これらの杜穴ダljは、建物を構成するような対応するH穴列がなく、また非常に深く掘り込まれる仰

向があることから、板塀ではなしヽかと忠われる また出 t遺物を第49['XIに示したが、 17世紀代の比較

的古い肥前磁器が多tヽ (102・103・105), 杜穴列12のみ位木期の磁硲をmtしているが、この杜穴クIJ

のみ村Ill!~離が他と界なって長いことと関述しているであろう， （尾 l::.)

ら） (g -o ＼ 
l にぶい赤褐色 t 2 赤褐色土◎ 《》 3 にぶい赤褐色粘質上 4 用赤褐色粘'f'[I・ Pl P2 P3 P4 PS 
5 赤褐色粘質 I:

2m 

第43図柱穴列10(1/100) 
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3 黄褐色,~Q, 第45図柱穴列12 4 明褐色 t

(1/100) 
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0 I I 
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第 4章 全面湛代の概要
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第49図 柱穴列出土遺物 (1/4)
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第 5節近世の遺構と遺物

4 . 溝（第44・48・50・51図）

ここでは、道の側溝をなすもの以外を扱う 溝 8-18の11条があるっ溝 8 (第44図）は柱穴列11と

直複するもので、溝の西辺部に東側に面をそろえた石組みがある ）遺物は17世紀代の比較的古いもの

も含んでいるが、近世後半期の追構と推定される。溝 9-12は痕跡程度に残存するもので、全体図

（第33図）に示したのみである。溝13-17(第50図）は近接して検出されたものである。溝14は「く 」

の字形に屈曲する溝で、多数の拳大の礫を含んでいるが、その機能

的な意味は不明である この溝からはt師質上器のIDlが多数出 tし

ている V I]縁部に煤の付着しだn明皿であり（第51図ー113・114)、

見込に刻印をもつものがみられる (113)。溝16には北側に石列が認

められ、南側に石の面をそろえている。出土遺物から溝14が17世紀

後半-18世紀初め頃、切り合い関係から溝15-17がそれに先行する

ものである。溝18(第48図）は柱穴列15に近接し平行するもので、

断面形は雨落ちを思わせる ．幕末～明治期の陶磁器のほか、瓦、鉄

滓が出tしている （尾上）

A 1 A 108m B B'Jl! 迦l
— →ヽ---ク・.. -、.~rテ

゜＇ 

ヽ 32 c-lt勘n
2m ー し、こユニプー~フr'"

l 黒褐色土
2 黄掲色上

3 灰色粘質土
4 暗灰黄色土（石組み裏込め）

第50図溝13-17(1/100) 
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第 4章 全面潟査の概要

5. 井 F

井戸 1 (第52・53図）

調査区南半部の中央付近で検出した索掘りの井戸であり、径108cm、深さ310cmを測る ，井戸の t半
部（第 1階～第 3層）では埋 tから多くの礫が検出され、ところどころで炭片がみられた これらの

埋土に混じって遺物が出土したが、いずれも破片であった。これらの埋土は井戸の廃棄に伴って、埋

め沢された tと考えられる 井戸の下半部はいずれも粘質土および砂質上が堆積しており、層の中央

付近が幾分へこんでいることから、第 4層付近までは井戸使用時に堆積したものと考えられる ．遺物

の大部分は第 4層以下で検出されている。井戸の底から銭貨 4枚 (133-136)が出上し 井戸の使用

開始に伴い、投げ人れられたものと考えられる 井戸内の埋土はすべて水洗を行った その結果、陶

磁器をはじめ金屈製品などの多くの遺物を発見した（第52・53図） 116・117は漆椀である。いずれ

も内面は赤色、外頂iは黒色である ，118-123は土師質III1である いずれも底部に糸切痕がみられる

124-127・132は肥前陶器で、 128は肥前磁器である 129・130は輸人磁器である 129は幅建省系で、

130は景徳釦廂である。これらの陶磁器は井戸埋 tの中ほどよりやや下の位置で発見され、片戸内に

落ちたものと推定される 131は備前焼の摺鉢で、片戸の t半部より出 tした。 133-136は銭貨であ

る,133・134は屯宋通宝、 135は紹咽元宝である 0 136は破損しているが口口元官とよめる。137は用

0 >

＂珈

rj/'1 
J.!!!!.m 

l 褐色粘質 t
2 苗褐色粘質 t
3 暗赤褐色粘1'tt-. (131・132出上）
4 暗緑色砂質 t
5 褐灰色粘質 I:
6 黒褐色粘質 t

(116・117・122-125・128出 t)
7 灰黄褐色砂質 t
8 黙褐色粘質 t
;~:~ 雷晶t}ns-121叫）

11 暗青灰色粘質t
12 賠褐I火色粘質 t

： !'. は出1J:塁：｝盆屈土）
15 13に同じ

m-
瞑―

,‘クヽ
'
/
9

O lm 

ヒー,___:

第52図井戸 1および出土遺物1)(1/40、1/4}

／ 117 

0 10cm 
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叉 ― 叉二上／

尋'.1. ; .121 @ ロ
w..: こ 'P-・
~ ~ □ 
董恥 i翌 こ 5 翠
這20 遥召123 ~ □ ~ 30 

三~ ~ ~~-i 。
_.-- 131 I I I 「「 ―--il()cm

az= 137 -~、 9 こ 冨 1 47 ~ 148

140 0 5an 

;―• 一.~..;;.;;J 
133-136・139・140 銅製 137・138・141-146 鉄製 147・148 貞岩製

第53図 井戸 1出土遺物(2)(1/4、1/2)
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第 4章 全面，渕代の概要

途不明鉄製品である。138は月物である 139はJij途不明銅製品である 140は~J製飾金貝である 141 

-146は鉄釘である ,147・148は砥石であり、貝店製である ，そのほかに木製品として、木材の破片

や竹の破片が出tしたが、井戸の木枠等の部材は含まれていない。竹については竹籠のようなものが

出土した，また、動植物氾体として井戸内から植物の種 fおよびネコ、ネズミ、カエルの骨が出 tし

た。特に動物逍体については）卜戸に転落した動物の骨と考えられる J また、井戸には竹が 2本袷し込

まれており、井戸廃棄時の祭祀に使用されたものと考えられる ）これらの遺物から井戸 1は17世紀前

半を中心に営まれ、時をあまり経ずして廃亜されたと思われる （金田）

井戸 2 (第54・55図）

調査区南西部で検出した井戸である J Jt-戸は、十六夜山古珀の周濠内に相‘かする位置にあり、径約

80cmの石組みの円箇形の井戸である 井J; の掘り方は不整円形を閑する Jt-戸の上面は削平されてい

るが、深さは約330cmを測る 井戸の某底部には丸太が敷いてあり、その tから20-30cm前後の人頭

大の石を栢み tげている 底部は浅い皿状を尼し、地山の岩盤を削ってつくられていた む盤の表面

l にぶい赤褐色 t-. 2 青灰色粘質 I:
3 暗赤褐色砂質J:. 4 暗 1'11火色砂質 t
5 青灰色 L 6 緑灰色砂質t
7 オリープ灰色 I・. 8 緑灰色砂質l.:.
9 灰色 f::. IO 貨灰色砂'ffI::. (木桶部材mu 
11 にぶい朽色 t 12 にぶい褐色砂質土

13 黄柁色砂'ITt 14 明褐色 I:
15 橙色砂買 I: 16 I火褐色砂質 t
17 苗褐色砂'lU:と灰色砂質土の況合
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 賃゚，
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~ 

第54図 井戸 2 (1/40) 
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第 5節近世の遺構と遺物

には放射状に L具痕がみられ

た Jt-, iのJt-筒に相升する部分

はみられなかった。 tt-Pの埋 L

は粘質 tおよび砂質上で梢成さ

れていな埋上はすべて水洗で

きなかったが、低J磁器や金属器

および木製品などの遺物が出 t

した（第55図）。149は磁器であ

る漸,i • 美濃糸と考えられる。

150は鋸で．悟部が部欠相し

ている 151は銅製栢である

咤 -/? 10cm 

149 

t 1so 
O 5cm 一第55図 井戸 2出土遺物 (1/4、1/3)

＼
＠
 

r心

151 

頭部に耳掻きがつき、頸部にはガラス Eがはめこまれている。そのほか、桶の部材と思われる木片が

多数ll'iL-.している これらの氾物から井戸2は19世紀巾菊以降に営まれたものと判断できる。（金川）

井戸 3 (第56図）

，翡在l刈t束隅付近に検mした(i組み井戸である 追構血から約 Imまではイi糸nみがなく、木製のn
側を人れていたことが f:f,;qから推定される 掘り方の検出面での径は約220cm、 u悦からうかがえる

ト部のJt-側の径は約120cm、イi糸llみ検出面での内径は約90cm、底部での内径は約130cm、遺構面から底

部までの深さは約335cmである石糾みは底部に向かってfいを広げ、袋状をなしている つ底部は中央

をやや掘りくぼめ皿状を足する ，6糾みのFには、井戸 2にi忍められた丸太糾みはない 石糾みの状

況は井戸 2とは若 f沢なり、長/j形の石材を斜めに組み合わせるf法が[1,'[つ ，また、片側内より竹

の断片がいくらか出土した n Jt-戸 lと同様に竹をサスてて埋め戻されたものと考えられる

出t遺物は少ないが、陶磁器、 6硯、鉄器、木器がある 陶磁器は、 19世紀後半のものが中心であ

る 鎌 (155)は井戸の底部に柄を tに向けて出土した木製の柄は完全に遺存しており、端部を両

側から斜めに切り落として「V 」 字形に加I している ） また柄の— 部に鳩台がJ忍められるが、判流イ＜

能である わ硯 (156)は方形のもので陸部には使HIによる＜ぽみが認められる ，157は「O」字形の

金具で木製品に取り付けられていたらしい 158は鉄閑である ）157・1S8ともに釣瓶に付屈するもの

であろうかそのほかに、桶のIJ.S:と考えられる円盤状木製品や、釘を打ち付けた材木などがある

陶磁器のホす年代観から、 JI:戸3は幕末期に築かれ111]治期まで使用されたと考えられる （尾 t)

6. 石組み（第57図）

t堀内に方形に石組みした遺構が 2桔検出されている 伍組み lは内法で南北約80cm、東西約120

cm、現状での深さ約60cmを測る 石組み 2はやや小さく、内法で南北、東酉ともに約80cm、現状での

深さ約55cmを測る 石組み］は上部を撹乱されているが、石組み 2はよく残っている。石材は拳大以

下から人頭大を超えるものまで様々であるが、小形の石材については小LJ積みする1頃固が強い 石組

み2の場合、俳l墜は最大で 4段程肉積まれている ，機能については貯水槽や便槽などが考えられてい

るが、本遺跡の場合、特に石糾み lについては、近世を通じて機能していたと考えられる道の上に什

在しており、やや不自然なあり方をしている 時期については、石組み lから苔 Fの磁器が出土して

おり、 18llt紀後半頃と推定できる 石粗み 2は出 t遺物がほとんどなく、時期不明である。 （尾上）
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第56図 井戸 3および出土遺物 (1/40、1/4、1/3)
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~ 59 

渕
160 

'--_/ 
161 

0 10cm 

~ 

第57図 石組み1(左）・2(右）および石組み 1出土遺物 (1/40、1/4)

7 . 上壊（第58-60図）

形態、規校守様々であるが、計12基の t堀が検出されている。検出箇所は、道の北辺部周辺および

調在区北西部に偏る傾向が認められる )t壊の平面形は不整形なものがほとんどであるが、多くは円

形を指向しているようである 断面形は逆台形で底部の平珀なものが多い 埋土は分層不可能なもの

が大部分であるが、 t堀11では径80cm前後の桶が埋設されていたようなt層の状況を示している ま

た、 t壊 4・5では拳大以上の大きさの礫を詰め込んだような状況をホしており（閻版 5-3・4)、

土堀 6についても多数の礫が認められた これらの t壊の機能については不明であるが、ゴミ穴や水

溜めなどが考えられる

また、やや特殊なものとして t壊13が挙げられる 平面、断面とも不整形であり L部を撹乱され

ているため不明確な部分も多いが、底部より釦銭 6枚がまとまって出 tしている Hいに項なって出

_f-. しており（図版 5-6)、中央の孔に紐を通していたものと思われる 出tした銅銭は第60図ー174

-179であるすべて寛永通宝であり、 174が文銭で、他は新寛永銭と忠われる。175-178は無背銭で

あるが、 179は「元」の背文字がみられる この 6枚の銅銭は六道銭とも考えられ、幕としての機能

が推定されるが、 t堀の形態や、近世を通じて機能していたと考えられる道の上に存在することは、

やや否定的な要素といわねばならない。墓ではないが、祭祀的な意味をもつものであろうか。

以上のt堀からの出 t遺物はそれほど多くないが、第60図に示した陶磁器類から — 応時期を推定す

ると. t壊 3が17世紀後半以降. i塙 5が19世紀中鮒以降.±壊 6が18世紀代以陥. t壊 7・12がlY

世紀代、 t壊13が18世紀後半以降となる。ただし、ここにホした陶磁器は小さな破片も多く、遺構の

時期を,J孔しているかどうか疑わしいものが多い また遺物の全く出上していない上壊もあり、中には

近・現代まで降る時期のものも含んでいると息われる ） （尾上）
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8 . 木棺苑（第61図）

渕牡区北西部より検出したし径約 lmのt壊に木桶を配骰した格である 底板が 2枚残{i-していた

が、側板は検出できなかった 出 t迫物として、陶器、 t師質1111が出 tした、 t師質JIil(180-182) 

は第 2層より出 tし、いずれも完形で出上した。陶器 (183・184) は第 1層より出 tし、いずれも蔽

拍していた また、第 l層では約15cmの礫も検出さ れていることなどから、第 1層に相当する部分は、

木柁烙の L部が落ち込み、流れ込んだことにより形成されたと推測できる これらの成県から木棺禁

は17但紀後半から18柑紀前半を中心とする時期に党まれたものと考えられる ＞ （金田）

I軍

0 Im 

~ 

l 賠褐色 I・
2 ,'.t¥黄紺色 l:
3 賠灰色 t

~ → 7---7 

180 

マ

＼―-上

塾182

醤 3

i}' 
184 

i 10cm 
ー」

第61図 木棺塞および出土遺物 (1/30、1/4)

9 . 船石（第62・63図）

溝ff.[><:北西部で検出した!t-fi追構である船111は、殺分,{jが散乱した様相をなすものの南北約

120cm、東西約100cmの長方形を'{する追構である ）10-20cmほどの礫を配し．その中に混じって t師

'l'f llllや陶器類が破片の状態でI~! tした（第62図）。185は U:1li'l'fllll、186は肥前陶器、 187は備前焼招鉢

である C これらの遺物から庄石 1は181ft紀につくられたものと考えられる また、 1t:1-i2は礼］約70

八

合

占疇臼 o 

攣G旦

0 lm 

一第62図 集石 1(左）・2(右）(1/40) 
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cmの方形を閑する これも20-30cmほどの礫を使川 している mt遺物はない これらの集石遺梢は、

消牡[I北端の余抽itに位散し、ちょうど昆敷地の裏地に相‘りする場所であるが、遺構の詳細な性格は

ィ＜明である。 （金田）

~·-··---=ー＇• ニュ

"'~--~ 185 

~,~ 
第63図集石 1出土遺物 (1/4)

M番号 出J:遺構 器 帥 装飾技法など 索地色 その他の特徴 製 作地 製 作年代

74 H.'/(りtJ3 皿 内外面I天オリープ色釉 にぶい橙 砂且底部糸切り 肥前 17C前半

75 H、I¥列5 椀 内外mi'火色釉 にぶい赤褐 砂H、削出高台 肥前 1600-1630年代

76 Hブ＜夕I]7 椀 内外面藁I天釉 (TTl]?f灰色） にぶいが褐 削W麻台 肥前 1580-1600年代

77 杜穴り1]9 摺鉢 赤褐 備前 17C 

79 溝 2 壺または f-.l!!i 外頂ii穴オリープ色釉 灰 関西 19C 

82 消 5 H~IIIUI にぶい赤褐 底部削り 備fiij

98 溝 4 ti平鍋 陰亥I) 文｀鉄泥｀把 f•変形字銘 にぶい朽 関西 19C後半

99 溝 4 t瓶の蓋 外面灰い色釉、絵付 にぶいが褐 関西 19C 

100 溝 4 橋のミニチュア よ面褐色釉 橙 裏面布H、堪，9 関西 19C 

101 溝 4 摺針 赤褐 備前 19C 

106 溝 8 llil 内外面淡黄色釉、褐色象嵌文 汲黄 砂 [-j 肥前 ・内野山窯 17C前平

108 溝 8 椀 陶胎染付（灰色釉） 灰 肥前 17C後半-18C前半

llO 溝11 IIIl 灰色釉 にぶい栢 胎 tl3、削出麻台 肥前 1590-1610年代

111I 溝14 皿 内外面灰n色釉 灰黄 肥前 17C前半

112 溝14 皿 内外面青緑釉 灰印 蛇ノ H釉剥ぎ 肥前・内野山窯 17C未-18C前半

124 井戸 l 皿 内外面暗オリープ色釉、鉄絵 暗灰黄 胎L且削出科台 肥前 1590-1610年代

125 : 距戸 l 皿 内外面暗オリープ色釉 灰黄 胎 tR、削出高台 肥前 1590-1610年代

126 I I tr戸l 皿 内外面暗オリープ色釉 褐 削化贔台 肥前 1620-1630年代

127 片戸 l 椀 内外面Ii.釉 灰 肥前 1600-1630年代

131I I 片戸 1 摺鉢 仄が 内由府耗卯笞 備前 !7C 

132I I 井戸 l 皿 内外面fJ,:.fl色釉 にぶい黄柁 I削出恥台 肥前 1590-1630年代

164 t濱 6 摺鉢 黄仄 備前

168I 上墳 7 行 'f—鍋の嘉 陸亥1l文、鉄泥、灰い色線状文 にぶい褐 I I 関西 19C 

170 t墳12 灯明IIIl にぷい赤褐 II Lit計品底部削り 備前

171 l:濱12 IIIl 内外面'.~.褐色釉、灰い色文様 にぶいが褐 見込蛇 ノH釉剥ぎ 肥前 18C 

183 木柁糾 椀 陶胎染付 (I火色釉） 灰 肥前 17C末-18C初頭

184 ＊柁鱚 瓶 I火い色釉 灰黄 ， I 、外面面取り 関西 L8-L9C 

186 集fiI 椀 内外面浅¥色釉、呉項絵 淡黄
I 

肥前 17C後平I 

187 !t; 石！ 摺倅 rぶいが褐 I・":捧あ h 幡前 17-18C 

第 2表 近世陶器観察表 （土師質土器皿を除く ）
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第 4G'i: ・ 全面頌代の概要

M番号 出L遺構 器 種 装飾技法など 胎 t色 釉色 銘 な ど 製作地 製作年代

78 溝 l 碗 白磁 白 い 籟戸 )';iC)-関西 19Ci妾平

8u 溝 3 nn 外面青磁、内面染付 灰い 明緑l,Ji. 肥前 18C後半

83 溝 4 碗の蓋 染付 灰n 明1火 輪状摘み内変形字銘 関西 1820-1860年代

84 岳 4 碗 染付 I火白 I火い 肥前 1820-1860年代

85 消 4 碗 染付 白 明緑I天 瀬戸・ I濃 19C後半

86 消 4 杯 染付 (1 い 外科歩側台自~面I勺D「r玩D足歳"品D：十□月之J? 
漸戸箕憑～関西 19C後半

I 

87 消 4 I杯 色絵（紺） I火れ f;k(I 
見高込台内「勝［利大凱森口＇」

瀬Ii .)'.: 濃 19C後半

I 

88 溝 4 I 杯
見込色絵（紺内） (1 (1 高見込台内「イツカツ」 ？ 瀬戸・箕沿～関匝 明治

I 高台・絲台染1-t 変形字銘

89 消 4 I I 杯 色絵（紺） I天(1 灰 瀬,;. 箕濃 19Ci妾Y

90 消 4 薬合 染付 fMI 灰い 関西 19C 

91 溝 4 ; llil 染付 ！火(J 灰い 肥崩ぷIll窯 1820-1860年代

92 消 I I III! 染付 灰 I火 科台内 h成化年製； 肥前 19C初頭一幕末

93 溝 4 皿 染付 灰 灰
科見込台内「祁変形貴字長銘命l 関西 1820-1860年代

94 消 I 皿 染付、開亥I)文 灰n 灰白 漸 戸 美 濃 19C後半

＇ 
95 汎 I Ill! い磁、悶亥ll文 (I I火fl 瀬戸 X濃 19C後半

96 溝 I 神洒徳利 染付 灰l'I 灰(J 肥前 19C初頭～幕末

97 溝 4 瓶 染付 灰 緑灰 肥lifi 18C後半-19C前半

102 H,¥ダ1]11 杯 仁磁 (I (I 肥前 17C後半

103 H, ・（ダ1]11 碗 染付 灰 I /Ji. 肥前 1610-1630年代

104 H. プ（ダ1]12 f{,、
見高込台色・絵科台I勺染1-t

(I I 灰(I 贔台内変形字銘 漸r, X; 濃ー関西 信木

I I 

105 H:'i(ダ1]15I碗 染付 JJ<.(J Inf)絲I火 肥前 1630-1640年代

107 洞 8 Illl 染I寸 灰(1 灰(I 肥前波Vi見系 l8C/妾Y

109 溝 8 IIIl 青磁、見込菊花陰玄1l文 灰(1 目が1—1尿 肥前 18C前半
- -~ ， 

115 溝14 碗 染付 灰(I (1 肥前 17C後半-18C初頻

128 11'1'I 碗 染付｀ヘラ彫り装飾 灰(I I 叫緑r反 外側面了幅寿」 肥前 1620-1630年代
← -

I穴(1 I n)J緑Iパ129 11,,; I 碗 染I寸 中lhl 船ili'i系 1590-1630年代

130 JI'戸 l 碗 染付 1'1i(J 灰れ 中ihl tt徳鉛 1590-1630年代

149 Jl'I i 2 碗 染付 灰I'I RJJ緑灰 湘Ji Jc涼？ 1820-1860年代

152 n戸：i

紐nu ——+ ＇l 来外科1 -1 
fl 叫緑'"'- 漸,; X濃？

側台血I勺色染粒付 (:A! ,/j,) 

トートー 一← 一
153 !1'1 ;3 l'I f1'i.tl 狂（製台，l」勺「大（明成）化年

154 n, ;:~ 碗 I I 染付 (I 叫緑）火 漸Ii X: 沿 19C後半

159 (j糾み l 碗 I I U磁 I火(1 灰(1 肥前 ¥8Cilf1使～中伎

1印 f i糾み l 碗 I l 染f.t 9火n 叫緑灰 肥前 l8C中槃

161 (i糾み l 碗 染付 I火(I 叫緑'"- 肥前 18C後半

162 I: 壊：i 碗 I I 染付 1/<.(f I火(1 肥りiJ 17C i妥Y

163 I濱:, 碗 I 染f.t 9火(I 灰(I 肥りiJ 1820-1860年代

lfi5 I壊 7 碗の蓋 染付 11<.i'I 灰(I 肥前 19C前半
I 

lfifj I: 墳 7 f-塩皿 染H 9穴fl 1111緑I火 肥前 18C ， ＿  
lfi7 I)廣7 杯 ti磁 11¥(I (I 肥1ii1 18C 

169 l:b責12 碗 染付 灰I'I r'I 肥りiJ I 820-I 860 if-ft 
-~ 

172 ＇：墳 12 皿 I 染付 9火(I IJ,i(I 必台内「・1;,;l't長fF1 肥,iii 19C初珀～紺4、
I 

-~ ~ 

＇ 
173 I_墳13 瓶 (I灰 叫総I穴 肥りii 18c1r,{ii-19cm珀

第 3表 近世磁器観察表
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第 1節 I六夜山占培の築造年代と評価

第 5章 まとめ

今回の発掘調在の結果、十六夜山古珀のほかに弥生時代、古代、中世、近世という輻広い時代の

遺構、逍物が確認された。湖査の中心となったのは、珀長約60mの前方後円培であることが判叩した

--tフて夜山古墳および近柑津山城下町関連遺構である 以Fではこの 2者について、まとめと行干の考

察を行っておきたい

第 1節 十六夜山古墳の築造年代と評価

十六夜山古墳の築造年代

十六夜山古培の築造年代について、円筒埴輪から考えてみたい t六夜山古培の円筒埴輪について

は第 4章第 3節 (p.18-23) にまとめたとおりであるが、外面調整では横ハケと縦ハケの況在期で、

底部調整を1半う段階であると理解できる。川西編年＇の V明の古相に相背すると考えられる，

次に、実年代を検討するため、沖山市周辺で円簡埴輪と須恵器が共伴している例と比較してみたい

津山市オノ餡 l号墳では、出 t数があまり多くないが、外面二次調整をすべて省略した縦ハケのも

のはなく、底部調整は施されているようである 十六夜山占埴とほぼ同じかやや古い様相である。須

恵器はTK23-47型式に相当する 箕作町北山 1号鳩では、多数の1-Y筒埴輪が出上しているが、ほ

とんどの個体が こ次調整を行わない縦ハケのもので、横ハケが認められるのは 1個体のみである ＋ 

六夜山古墳より新しい様相をホす ，須恵器はMT15型式のものである 津山,ti河辺上原 1号培では、

数個体の破片しか出 f・.していないが、いずれも外面縦ハケのもので、これも十六夜山古墳より新しい

須恵器はMT15型式に相‘桁する 以 tの例から卜六夜山古瑣の円筒埴輪はTK23-47型式碩、その中

でもやや新しい時期と考えられる ' . 般的な実年代観によればおよそ 5世紀末葉頃とすることができ

よう

津山盆地における十六夜山古墳の位置

5世紀末築という t六夜山古墳の築造年代をふまえ、その位骰付けと評価を行ってみたい‘。 if:山

盆地周辺の主な肖長瑣について、第64図に分布を示した ，占井川とそれに注ぐK小の河川流域にいく

つもの小盆地が形成されており、古珀時代の甘長募はこれらの盆地を取り巻く丘陵上に分布している

その分布は、香々美川流域 (A) 、古井川・香々美川合流地域 (B) 、｛委文川流域 (C) 、吉井川• 宮

川合流地域 (D)、加茂川流域 (E)、肘川流域 (F) などに分けられるであろう 。そのほかに後明

古墳が群集する佐良山地域などがある

古墳時代前期には多数の前方後円（方）墳が認められ、大規校なものとして美和山 1号墳べ"Bt 

天王山古墳,,などが挙げられる 各地域に点々と築かれているが、 卜六夜山古墳の所在する D地域に

は目立ったものがない つづいて中期前半には、津山盆地周辺に明確な前方後円培はみられず、この

時期に達絶えるようである 代わって伊勢領方墳、河面丸山 l号培といった大規模方墳が築かれて

いる D地域の F道山南古墳も規模はやや小さいが、この時期の首長募と考えられる方培である

この現象は、同時期の岡山県南部において造山古墳以外の大規模前方後円墳が達絶え、大規模方墳が

築かれることと関連する可能性がある 3 中期後半ないし未頃になると内び前方後円培が築造される

ようになる。いずれも周濠をもつものである -十六ィ知,,古墳をはじめ、 E地域の井口車塚古培"、 E
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第 5章まとめ

-る.
¢

し‘‘、

9~@ .. 

10喜
•刀

.0
忍．.＂・ 

．．
 

l 赤鮒i占培
6 !Jt~IJ領大塚古墳
11 k和山 1号墳

16 瓢m山 1号墳
21 卜泣111uti古瑣
26 近長四つ塚 2号墳
31 茶111I号培

2 I一．屈妙見山古墳
7 伊坊領}j珀
12 箕仙IJ2号培
17 J.L尾瓢箪山古墳
22 ,. 六伽118珀
27 inf1(1i J.Ltlt l号墳

32 ・!'t束 lけれ

第64図 津山盆地における主要首長墳の分布 (1/100,000)

3 I: 届天F.1厠 i閉
8 郷観泊)JiljJ-(l
13 )'.i利山：3~}J-t, 
18 中宮 I~JtA
23 f. 汁＊人塚古J-!i
28 井II ill塚古J-11

4 竹田妙見山占珀
9 田邑丸山 2号珀
14 狐塚古墳
19 縣野山根 1号珀
24 正仙塚，,,-培
29 [] I-. 畝1[180 り•閲

5 占川 3号珀
10 Ill邑丸山 1号吊
15 観 {'j-免2号墳
20 絲野山根 2号墳

25 近M川つ塚 l号墳
30 If 1-. 大王山古墳

地域の出[Iにあたる RI-. 畝山ROり珀、 F地域の茶山 lけ団などがあり、佐良山地域の悩野山根 1号

珀もこの時期にさかのぽる 11J能性がある 中でも t--六夜山占珀の規校は他を大きく凌燃している

後期には佐良山地域をはじめ、少数ながら前方後円閉が分{1iしている

このようにみてくると、 I六伽 l砧績は D地域において先iiする大首長培がなく突~II として出現し、

また後に綺く首長閉も明確でなく孤立した状況にある そのような意昧で、 I・ 六夜1!1占閉の築造にあ

たっては何らかの外部からの働きかけが想定され、地方では例の少なし、 こ直周洛や{j 見 1•.!10·形埴輪な

どにみられるように、お棧内政権との関係も考えなければならないだろう ~

吉備における十六夜山古墳の位置

さらに視野を広げ、 8f~il地域の動きの中でみてみたい ,'ifi前の中枢部であるf1i訓憎i部勢JJが、 5位

紀前 r-から中策にかけて造山（約360m) •· 、作山（約286m) という他の追随を許さな t ヽ I~珀を造営し

た後、 5 lit紀後半には備前の両印lIr½ 珀（約192m) 、hiii巾南部の術、ヤ山占閉（約118m)と tヽう 2枯

の人規籾iiiIi後円閉が出現する これについては占備政権の両仰分解とみる，意見がある ，また両珀

の規校の培を 4(視すれば、 f,jjj前、 f1iil巾I山j地域の相対的な地位が、この時期にあたかも逆転したかのよ

うにみえる これ以降も、 i籠前では砂川中流械（山閻町域）や邑久郡地域などに比較的多くの前方後

l'I閉が築造されるのに対し、備中南部では非常に少なくなる . /j箕作では、 I・ 六伽11占珀以 F, •I• 
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小規校の前方後円培が継綺して営まれ、備中に比べる

とその数は多いといえる 古備各地の前方後円瑣が規

模を著しく縮小する 51廿紀後徳にあっては、 Iブけ夜山

古墳は吉備地方でも最大規校の古J-作のひとつとなって

いる

第1節 ,. 六夜LIi占項の築造年代と評価

l 十六夜山古培 2 H I: 畝山占珀群
3 前内池 4号珀 4 Iリ光寺遺跡
5 玉井山相遺跡 6 ・. 塚山占墳

さらに、 t--六夜山占閉から出 I:した石見咆盾形埴輪

に注目したい。石見咽盾形埴帖は、畿l"1周辺地域に集

中して分布することが知られており、この時期の畿内

の埴輪祭祀を特徴づけるものとされている ‘。 岡山県

内では 6遺跡から出tしている（第65図）。沖山市＋

六夜山占墳、同LII・. 畝IlJ占閉群 'I、熊山町前1勺池」号

培、 li:i]円光寺遺跡＼瀬戸町［片山相遺跡、牛窓町

二塚山古培 ＇である その '1~式や共伴遺物から前 4者

がほぼ同時期で 5世紀末から 6!Lt紀前虻瑣、後 2者は
第65図 岡山県内石見型盾形埴輪の分布

やや新しく 6世紀巾伎以降のものと考えられる ．これらは吉備の東辺部に偏って分イtiしており、備中

地域では現在のところ確；；忍されていない この分布状況を tの前方後円墳の分布と •Tiね合わせれば、

備前、美作地域が、畿内政権との関わりの中で、相対的に地位を晶めてきた,JJ能性が指摘できる そ

の後 6、7世紀の横穴式{j宅の地域性のあり方や、陶棺の分布状況なども、これらのことを否定す

るものではない その背屈については今後の課題としたいが、畿内政権の地方政策に関わる問赳とい

えよう 。いずれにしても l六夜1l1li珀は以 Lのような動きの中で、 ilt山盆地中央部に出現した大規校

前方後円J-員と位似付けることができる 卜六夜山古墳の位閥する D地域において．のちに美作liil府が

造営されることも、このような動きと無関係ではないだろう ， (Jr; I:) 

註

(1 川西宏幸「P1筒埴輪総論」 「考古学雑誌」第64巻第 2号 1978 

I 2) 中山俊紀 「オノ＂谷古培 ini杓l呻埋蔵文化財発掘渕査報告第23集 1988 

13' 型式名は、田辺昭• 「須恵沿大成J角川占店 1!:181 による

4 松本和男ほか 「北山古珀梢l「中国縦貫自動車道建設に伴う発掘渕行」2 岡山限坪蔵文化財発掘湛査

報告 4 1973 

小郷利宰編 「河辺 t原迫跡1沖山市埋蔵文化財発掘讃査報告第54集 1994 

, ti t--六夜山古墳の位問付けについては、すでに古市秀治氏が行っており、本稿と重ヤりする内容がある 合

わせて参照していただければ中いである 古巾秀治 「t-六夜山占培］「沖山高校百年史J清山高等学校

同窓会 1995 

倉林慎砂斗氏の業組に負うところが大きいが、若干の私見を加えている 倉林碩砂斗 「箕作地方におけ

る政治勢力と諸関係」「Bl:.天t山古墳：i r. 山市埋蔵文化財発掘洪査報告第60集 1997 

8 中山俊紀 「史跡美和山古墳群J津山市埋蔵文化財発掘調査報告第42集 1992 

,9 近藤義郎・倉林慎砂斗• 澤田秀実編 「H上天 £山古墳I津山市埋蔵文化財発掘湛代報告第60船 1997 

,10m 土居徹 ・inf本泊 I美作の方墳」I占代吉備」第7集 1971 

⑫ 栗野克己• 岡本寛久 「下道山遺跡緊急発掘湿査概報 岡山肌坪蔵文化附発掘濁在報告17 1977 

,13四 葛底克人 l大占珀」「占備の考古学j幅武甚店 1987 

11-1, 小邪利幸 「片LJ車塚古墳j沖山市埋蔵文化財発掘濁査報告第52集 1994 
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(13) 沖I本清「Br. 畝山古墳群」 「岡山県史 1第18巻 考古沼料 1986 

(16) 保田義治 「茶山古墳群J津山市埋蔵文化財発掘渇介報告第27集 1989 

11,l 近藤穀郎編 「佐良山古墳群の研究」第 l冊 1952 

(18) 西Ill宏「造山古墳！「岡山県史』第18巻 考占白料 1986 

(19) 葛原克人 「作山古墳」「岡山県史」第18巻 考古惰料 1986 

(20) 西川宏「両宮山占墳」 i岡山県史」第18巻 考占貿料 1986 

叫 即 II宏「'(ti寺山占墳」 「岡山県史」第18巻 考占資料 1986 

(2.3) 楠元哲夫「大和における盾形埴輸の系滋」 l 岩宇池古墳• 平等坊・柑宅遺跡j天理巾埋蔵文化財調査報

告第 2集 1985、鐘方正樹「菅原東遺跡埴帖窯跡群をめぐる品問題• 石見刑埴輪の検討」 「奈良市埋蔵

文化財センター紀要」1991、古田野々「石見咽竹形埴蛉について」 「長岡京古文化論叢Jn 1992 ほ

か

124) i相山郷t柚物館に展ボ 津山郷t博物館 「常設展ホ解説・美作の歴史と文化J1989 

四 岡山県古代吉備文化財センターが1997年度に講査 胴査現場にて実見させていただいた

126) 鎌木義門「人物埴輪を出土する備前、 F9光、ヤ遺跡」 「考古学雑誌」第41巻第 4号 1956 

四 松本和男•山磨康平「玉片山相迫跡· 茂舒大塚古墳」「岡山県埋蔵文化財報告 17 1987、山磨康平

「E片山相遺跡」「吉備ー大地からのメッセージー」岡山県立博物館 1997、瀬戸町教育委員会のご原意

により実見させていただしヽた

他~ fU.HI修 「て塚山古墳」「t窓町史 I資料紺U 考古、古代・中世、近世 1997 

四 亀山行雄「ミニシンポジウム記録・古備の横穴式石宅 岡山県内の横穴式fi宅」 「考古学研究』第44巻

第 2号 1997

⑳) 村 t宰雄「陶棺について」 「稼山遺跡群III 久米開発事業に伴う文化財淵介委U会 1980 

第 2節 近世の遺構 ・遺物の変遷について

近fltの追構は多数検出されており、沖山城 f町に関連する遺構である J 近lけの絵1・xJによれば、調査

地点は武家9せ敷域の北端部分にあたる検,lfl,された遺構は、絵図にも品められる幅約 9mの道を中心

に、それに直交、平行する形で町割り、居敷割りの柱穴列や溝が認められる 建物はおそらく礎石建

物と想定され、後柑に削平されたと考えられる ほかに井戸、上堀など多数の追構が検mされた

出 lこ陶磁器の年代観に従えば、検出された追構は大きく 2時期に分けられる それぞれを I期、 II

期とすると、 I明は16世紀未から18llt紀切め頃、 II期は181it紀後半から 19世紀頃である ，その間には

約平柑紀の空H期があり、この時期1.!Ht: 者がいなかったoJ能性がある その背扱は明らかでないが、

HりL1藩がlOfi石から 5ガ石に減封された際 (1726年）に浪人となり、内びlOfi11に復した際 (1817年）

に帰参をJ'fされた藩tがいたことなどと関連している口l能性がある 仮にそうだとすれば、出 t陶磁

器のぷす［期、 I]期の年代観と若 r-和わが生じるが、陶磁器の使用期間の長さを考えればむしろ 一致

するのかもしれない正徳期 (1711-16年）の絵図に居仕者の氏名が出されてしヽることを考えても、

、K際の迫構の年代はやや Fげて考えたほうがよいであろう-

迫構の'½年代の変動は考えなければならないが、この 2時期区分に従って、以 F、辿構・遺物の変

造をみることにする（第66tXI),まず迫構についてであるが、町割りの1><:11hjにおいて、 1期と 1I期と

で Kきく屈観を変えていることが指摘できる l WIには tとしてH穴ダ1]、おそらく板塀によ って区両

されてlヽ たものが、 IJ期には消による1x:11hjとなる I期の柱穴ダljとn頂lの溝のf対"i1'1'.はほぼ •致するこ

とから、 lべ仙iの位骰は踏偲しながら、その Ii法を変えているようである また，J.~M.I><: 中央を東西に走

る氾の幅は、 1期には 9mあるが、 III引には輻を減じる n期の中でも、 iM3→消 4とlヽ う前後関係

ーふ1-
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第66図

から次第に輻を減じたことが確認できる またn,iは索掘りから{i組みに変化してtヽる ，

次に陶磁器であるが、第66図の中央に光地の削合をI')グラフでホしている 報告者に掲載したもの

のほか未掲載のものも若干加えている 1期には肥前糸が大部分でそれに備前焼が加わる程度である

その他、中国製 2点、織部焼 l点がみられる Il期では、 1期に続いて肥前糸が多いが、関西系、瀬

戸 • 美濃系の陶磁器が急培し、多様な性地の製品がみられるようになる 、枷J磁器の流通状況の変化を

ホしていると考えられる 次に灯1111rmであるが、 I期には L:師竹のmtが使用され、時期が降るにした

がって汲く小形化していく、 Il期になるとこのようなrmは姿をmし、 LI縁部内面に灯芯受けの突帯を

もつ備前焼のH明皿が使用されるこの変化は岡山城:の丸跡で指摘されている状況とほぼ i 致す

るが、 t帥質Ililについては本遺跡の方が同時期の法はの規格性が邸い i習外はほぼ—貰して備前焼が

使用されるが、内面の櫛目の粗いものから密なものへ、片U部の大きなものから小さなものへ変化し

ており、 t方へ摘み tげる口縁形態のものから丸みを帯びた：角形断面のものに変化する ）

近世陶磁器類の使川期間の長さのためか、 f1i}-遺構内から出,-.するものにもかなりの製作年代幅が

あり、追構・ 遺物の変遷を厳密に検討することは難しいが、大筋において以卜のような変遷が追える

と思われる （尾上）

註

I' 津山郷土博物館蔵 津山郷土博物館「常没展，団解説・ 箕作の歴史と文化」1989

？ 柳漸昭彦•宇垣圧雅編「岡山城 二の丸跡j 岡山し印埋蔵文化旧発掘洪在報告78 1991 
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図版 1

遺跡遠景

（南東、 津山城より

2
 

第 1次確認調査

T 1 W竪穴住居

（西より）

3
 

第 2次確認調査

十六夜山古墳内濠

埴輪出土状況
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竪穴住居 2
（南より）

2 土壊 1
（北西より）

3 近世の道

（東より ）

図版 3



図版 4

柱穴列15・16ほか（南より） 3 溝13-17(南より）

4 井戸 1 (南より） 5 井戸 2 (北より）

6 井戸 2底部 （北より ） 7 井戸 3 (南より）



図版 5

石組み 1 (北より） 2
 

石組み 2 (南より）

3
 

土壊4 (南西より） 4
 

土堀 5 (東よ り）

5
 

土壊13底部銅銭出土状況（東より6
 

土壊11 (南より

7
 

木棺墓 （南より） 8
 

集石 1 (東より）



図版 6

A 
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竪穴住居 2出土土器 (1/3)
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 8

 

2 弥生時代の石器・ 土製品 (1/3)

ベい"

13 

18 

3 十六夜山古墳出土埴輪(1)(1 /5) 



図版 7
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29-34 
35 

十六夜山古墳出土埴輪(2)(1/5) 



図版 8
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55 

十六夜山古墳出土埴輪(3) (1/5、右下 7点1/4)



図版 9
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1 十六夜山古墳出土須恵器 (1/3)

71 

73 

2 古代の遺物 (1/4)

3 井戸 1出土銅銭 (1/2)
133 134 135 

4 井戸 1出土動物遺体 （猫、1/6)
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図版10

~ 151 

1 井戸 2出土遺物 (1/2)

174 175 176 177 178 179 

2 土壊13出土銅銭 (1/2)

遭
186 

3 溝 4出土備前焼摺鉢 (1/4)

4 集石 1出土陶器（上1/3、下1/4)



岡山県埋蔵文化財発掘調査報告130

十六夜山古墳
十六夜山遺跡

県立津山高等学校校舎改築に伴う発掘調査

1998年3月13日印刷

1998年 3月31日発行

編集 岡山県古代吉備文化財センター
岡山市西花尻1325-3

発行岡山県教育委員会
岡山市内山下2-4-6

印刷西尾総合印刷株式会社


